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地
域
に
求
め
ら
れ
る

子
ど
も
食
堂
を
つ
く
る
に
は

地
域
に
住
む
子
ど
も
た
ち
に
無
料
も

し
く
は
実
費
程
度
で
食
事
を
提
供
す
る
い

わ
ゆ
る「
子
ど
も
食
堂
」が
、
全
国
に※

約

３
０
０
カ
所
あ
り
ま
す
。（※

平
成
29
年
３

月
時
点
）

ひ
と
り
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い
子
ど
も

の
居
場
所
、学
校
の
勉
強
に
つ
い
て
い
け
な

い
子
ど
も
の
た
め
の
学
習
支
援
の
場
、
歯

磨
き
な
ど
の
習
慣
が
な
い
子
ど
も
た
ち
に

歯
磨
き
の
習
慣
を
伝
え
る
場
な
ど
、食
を

通
し
た
子
ど
も
の
居
場
所
の
必
要
性
が
広

ま
り
、全
国
で
開
設
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

「
食
」
は
誰
に
と
っ
て
も
身
近
で
あ
り
、

場
所
と
人
が
揃
え
ば
、
気
軽
に
始
め
る
こ

と
が
で
き
る
活
動
で
す
。

「
子
ど
も
た
ち
に
栄
養
を
し
っ
か
り
摂

れ
る
食
事
を
提
供
し
た
い
」「
み
ん
な
で
食

べ
る
食
事
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
こ

れ
は
あ
く
ま
で
大
人
の「
や
り
た
い
こ
と
」

で
す
。そ
の
思
い
は
と
て
も
尊
い
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
子
ど
も

た
ち
を
余
計
に
孤
独
に
追
い
や
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

「
子
ど
も
た
ち
の
あ
り
の
ま
ま
を
受
け

入
れ
る
」
そ
う
いっ
た
子
ど
も
食
堂
が
増

え
、さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
環
境
の
子
ど
も
た

ち
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て
健
や
か
に
成

長
で
き
る
よ
う
、こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
し
ま
し
た
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
う

食
を
通
し
た
子
ど
も
の
居
場

所
が
も
つ
可
能
性
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子ども食堂をはじめる前に
知っておきたい3つのこと

家
庭
環
境
が
多
様
化・複
雑
化

す
る
中
、子
ど
も
の
貧
困
が
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
昔
は
み
ん
な

貧
乏
や
っ
た
」は
年
配
の
方
に
よ

く
言
わ
れ
る
言
葉
で
す
。

貧
困
に
は
２
種
類
あ
り
、絶
対

的
貧
困（
生
活
に
最
低
限
必
要
な

食
料・生
活
必
需
品
を
購
入
す
る

お
金
の
な
い
状
況
）と
相
対
的
貧

困（
そ
の
国
や
地
域
に
お
い
て
一

定
水
準
を
下
回
る
所
得
し
か
得

て
い
な
い
状
況
）が
あ
り
ま
す
。

今
、日
本
で
課
題
に
な
っ
て
い
る

貧
困
は
主
に
相
対
的
貧
困
で
す
。

「
周
り
の
人
に
と
っ
て
は
当
た
り
前

の
生
活
」が
自
分
に
は
で
き
な
い

と
い
う
状
態
は
、子
ど
も
た
ち
に

精
神
的
な
影
響
を
与
え
ま
す
。ま

た
、相
対
的
貧
困
は
見
え
に
く
い

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

今
の〝
子
ど
も
〞を
知
り
、子
ど

も
の
実
態
を
把
握
し
た
う
え
で

か
か
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

現
代
の〝
子
ど
も
〞は
ど
う
い
う
状
況
？

子
ど
も
食
堂
の
種
類
は
？

家庭でごはんが用意され
ず、朝も起こされない。歯
磨きの習慣もなく、歯が
ボロボロ。不登校気味。

生活習慣が不規則で
親に向き合ってもらえない

外見からはわかりにくい。
ギャンブル等にお金を使
い込み、子どもの教育や体
験学習の機会が乏しい。

子どものためのお金を
親が使い込んでいる

地域づくり型（コミュニティ指向）

ヨコ軸：対象者

タ
テ
軸
：
ビ
ジ
ョ
ン

ケースワーク型（個別対応指向）

引用元：「こども食堂」の混乱、誤解、戸惑いを整理し、今後の展望を開く（湯浅誠）

タ
ー
ゲ
ッ
ト
限
定（
貧
困
対
策
型
）

タ
ー
ゲ
ッ
ト
非
限
定（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
）（
共
生
型
）

子
ど
も
食
堂
は
、大
き
く
２
種

類「
共
生
型
」と「
ケ
ア
型
」が
あ

り
ま
す（※

子
ど
も
食
堂
の
名
付

け
親
と
い
わ
れ
る
方
の
イ
メ
ー
ジ

は
共
生
型
で
す
）。ど
ち
ら
が
地

域
に
と
っ
て
必
要
か
を
調
べ
、立

ち
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ケ
ア
型
の
子
ど
も
食
堂
を
実

施
す
る
際
は
、子
ど
も
の
課
題
に

詳
し
い
専
門
家
が
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
か
か
わ
り
、子
ど
も
の
サ
イ
ン
に

気
づ
き
、学
校
や
関
係
機
関
と
連

携
し
て
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
が
必
要
で
す
。

地
域
の
状
況
は
？

子
ど
も
食
堂
を
は
じ
め
る
前

に
、「
地
域
の
こ
と
を
知
り
、ニ
ー

ズ
を
確
認
す
る
」２
つ
の
ス
テ
ッ

プ
が
あ
り
ま
す（
左
図
参
照
）。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
こ
と
で
、

子
ど
も
だ
け
を
対
象
に
す
る
場

に
す
る
の
か
、年
配
の
方
も
集
え

る
場
に
す
る
の
か
、方
向
性
が
み

え
て
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
一
度
参
加
し

て
楽
し
け
れ
ば
、次
を
楽
し
み
に

し
ま
す
。大
人
の
都
合
で
開
催
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
立
ち
上
げ
る
前
に
し
っ
か
り

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

データでみる子どもを取り巻く状況

※１　堺市教育要覧（平成27年）
※２　内閣府「若者の生活に関する調査」（平成27年）
※３　総務省「労働力調査」（平成28年）
※４　堺市要保護児童対策地域協議会（平成27年）

・不登校（堺市）－小学生148人、中学生592人※1

・ひきこもり（全国）－1.57％※２

・ニート（全国）－2.2％※３

・児童虐待ケースとして見守っている児童数（堺市）－2,838人※４

家族団らんの機会が少な
い。お金をもらい、菓子パ
ンやコンビニ弁当でお腹
を満たすが、心は満たさ
れない。

ケア付食堂

共生食堂

両親が共働きのため１人で
食事をする機会が多い1

2

こども食堂は
「交流の場」

こども食堂は
「課題を発見する場」

今の子どもたちが抱える「しんどさ」とは何でしょう？
現代の“子ども”と子ども食堂について、知っておきましょう。

堺市社会福祉協議会には、各区に区事
務所が設置されています。区事務所を尋
ね、校区にどういった活動やニーズがあ
るかヒアリングしましょう。

校区の活動を知ろう

堺市立小中学校は、学校のホームページ
で、日々の学校教育活動の様子や教育
目標などを発信しています。参考にしま
しょう。

校区にある学校の様子を知ろう

堺市子ども食堂ガイドライン 堺市子ども食堂ガイドライン 45
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モデル事例

モデル事例

モデル事業として行ったキッズカフェ９つの事例と
堺市内、他市でのさまざまな形態の子ども食堂を紹介

堺
市
モ
デ
ル
事
業

保護者の方へのキッズカフェ案内

槇
塚
台
レ
ス
ト
ラ
ン
①

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
ま
い
る
セ
ン
タ
ー
が

運
営
す
る
昼
は
レ
ス
ト
ラ
ン・夜
は
居
酒

屋
と
２
つ
の
顔
を
持
つ「
槇
塚
台
レ
ス
ト

ラ
ン
」。

連
合
自
治
会
長
か
ら
、レ
ス
ト
ラ
ン
の

管
理
栄
養
士
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、子
ど

も
た
ち
の
変
化
が
み
ら
れ
る
か
検
証
す

る
た
め
に
継
続
実
施
を
決
定
。１
回
目
は

始
業
式
後
の
昼
食
時
に
開
催
し
た
。

近隣センター内にあり、地
域会館や小学校、認定こど
も園が隣接しているため、
子どもたちが来やすい。

●実施概要
・当日の参加人数
　　子ども45人、大人13人
　　合計58人

・立地情報

南区・槇塚台小学校区
・小学校区

・提供品 きゅうり・コーン缶・トマト・ホタテ缶・鶏ミンチ・木綿豆腐・玉ねぎ
 油揚げ・梨・アイスクリーム・調味料・ジュース・菓子

・メニュー 豆腐ハンバーグ定食

・経費項目
　　リユース食器レンタル、材料費、フリースペース使用料＋エアコン代、
　　ボランティア食事代、ボランティア謝礼（交通費）、
　　槇塚台レストランスタッフ人件費

・メニュー カレー＆サラダ

・経費項目
　　リユース食器レンタル、材料費、ボランティア食事代、
　　ボランティア謝礼（交通費）、槇塚台レストランスタッフ人件費

・役割分担（役割兼任あり）

平成28年
9月1日㊍
11:30～
14:30

・当日を振り返って
夏休み中で広報に苦戦したが自治会の呼び掛けで多
くの人が集まり、食べ終わった子どもたちは近くの店
舗にあるスペースで学習や遊びを楽しんだ。

・当日を振り返って
全員で「いただきます」ができたので大家族のような
雰囲気だった。

槇
塚
台
レ
ス
ト
ラ
ン
②

槇
塚
台
レ
ス
ト
ラ
ン
の
２
回
目
は
平
日

夕
食
時
に
開
催
。参
加
人
数
が
前
回
よ
り

少
な
か
っ
た
た
め
食
後
に
場
所
の
移
動
は

せ
ず
に
レ
ス
ト
ラ
ン
内
で
過
ご
し
た
。

継
続
参
加
の
子
ど
も
た
ち
は
同
じ
場

所
で
同
じ
ス
タ
ッ
フ
の
顔
ぶ
れ
に
安
心
し
、

カ
レ
ー
の
お
か
わ
り
を
す
る
な
ど
少
し
慣

れ
た
様
子
が
み
ら
れ
た
。

●実施概要
・当日の参加人数
　　子ども25人、大人8人
　　合計33人

・提供品 肉・米・玉ねぎ・人参・にんにく・サーモンオイル漬け・レタス・トマト
 きゅうり・オクラ・みかん・柿・ドレッシング・茶

・役割分担（役割兼任あり）

平成28年
11月15日㊋
16:00～
18:00

子ども食堂の16事例

堺
市
で
は
、
平
成
28
年
度
に
、
家
庭

的
な
環
境
の
中
で
食
事
を
す
る
機
会
の

少
な
い
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
食
事

と
居
場
所
を
提
供
す
る
「
子
ど
も
食
堂
」

を
モ
デ
ル
的
に
計
９
回
開
催
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
実
施
を
通
し
て
、
利
用
者
や
実

施
施
設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
利
用

ニ
ー
ズ
や
運
営
課
題
、
ま
た
地
域
資
源

や
他
市
事
例
等
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
貧
困
の
連
鎖
を
止
め
る
仕
組

み
と
し
て
、
社
会
資
源
を
巻
き
込
ん
だ

体
制
づ
く
り
を
検
討
す
る
た
め
に
「
円

卓
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

円
卓
会
議
メ
ン
バ
ー
は
、
児
童
福
祉
、

生
活
保
護
、
教
育
分
野
の
市
担
当
課
、

学
識
者
や
子
ど
も
食
堂
に
食
材
を
提
供

し
て
い
る
企
業
や
団
体
、
医
療
機
関
、

す
で
に
子
ど
も
食
堂
を
開
催
し
て
い
る
実

施
主
体
な
ど
、
多
セ
ク
タ
ー
が
一
堂
に
集

ま
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
は
計
４
回
開
催
し
、
食

材
提
供
者
の
立
場
か
ら
の
課
題
整
理
や
、

す
で
に
実
施
し
て
い
る
子
ど
も
食
堂
の
日

常
の
報
告
や
課
題
の
共
有
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
参
加
者
に
話
題

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
基
に

議
論
し
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
的
に
実
施
し
、
セ
ク
タ
ー

を
越
え
た
横
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
貧
困
の
連
鎖
を
止
め
る

た
め
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

共通の実施項目

子ども無料、大人300円
小・中学生
広報さかい、さかい☆HUGはぐメール、市ホームページ、
Facebook「さかい子育て応援団」ページ
該当校区小学校、区子育て支援課、
ケースワーカー、相談員など関係機関
ボランティア謝礼は交通費のみ

小学校３年までは保護者のお迎えを依頼

－
－
－

－

－

－

参 加 費
主な対 象
広 報

チラシ配布

経 費
夜開催時
の 決 まり

役割
食事担当
受付
配膳・食事サポート
学習・遊び支援

槇塚台レストランスタッフ
スタッフ１人・自治会３人
ボランティア
ボランティア

6人
4人
3人
7人

人数 担当内訳

役割
食事担当
受付
配膳・食事サポート
学習・遊び支援
保育サポート

槇塚台レストランスタッフ
スタッフ1人・ボランティア2人
ボランティア
スタッフ3人・ボランティア5人
スタッフ

5人
3人
4人
8人
2人

人数 担当内訳

円卓会議の様子

地域のニーズに寄り添う、さまざまな工夫

学校別

■Ａ：小６ ■Ｂ：小４
■Ｃ：小３ ■Ｄ：小２
■Ｅ：小１ ■Ｆ：就学前

■Ａ：槇塚台小
■Ｂ：はるみ小
■Ｃ：就学前

■Ａ：中１ ■Ｂ：小６
■Ｃ：小５ ■Ｄ：小４
■Ｅ：小３ ■Ｆ：小２
■Ｇ：小１ ■Ｈ：就学前

■Ａ：槇塚台小
■Ｂ：三原台小
■Ｃ：晴美台中
■Ｄ：若松台中
■Ｅ：就学前
■Ｆ：不明

A：5人
B：1人H：1人

C：9人

D：10人E：4人

F：9人

G：6人

学年別

学年別 学校別

A：20人

B：2人

C：3人A：3人

B：9人

C：1人
D：6人

E：3人

F：3人

A：36人
B：2人

C：4人
D：1人 F：1人E：1人
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モデル事例

モデル事例

モデル事業として行ったキッズカフェ９つの事例と
堺市内、他市でのさまざまな形態の子ども食堂を紹介

堺
市
モ
デ
ル
事
業

保護者の方へのキッズカフェ案内

槇
塚
台
レ
ス
ト
ラ
ン
①

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
ま
い
る
セ
ン
タ
ー
が

運
営
す
る
昼
は
レ
ス
ト
ラ
ン・夜
は
居
酒

屋
と
２
つ
の
顔
を
持
つ「
槇
塚
台
レ
ス
ト

ラ
ン
」。

連
合
自
治
会
長
か
ら
、レ
ス
ト
ラ
ン
の

管
理
栄
養
士
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、子
ど

も
た
ち
の
変
化
が
み
ら
れ
る
か
検
証
す

る
た
め
に
継
続
実
施
を
決
定
。１
回
目
は

始
業
式
後
の
昼
食
時
に
開
催
し
た
。

近隣センター内にあり、地
域会館や小学校、認定こど
も園が隣接しているため、
子どもたちが来やすい。

●実施概要
・当日の参加人数
　　子ども45人、大人13人
　　合計58人

・立地情報

南区・槇塚台小学校区
・小学校区

・提供品 きゅうり・コーン缶・トマト・ホタテ缶・鶏ミンチ・木綿豆腐・玉ねぎ
 油揚げ・梨・アイスクリーム・調味料・ジュース・菓子

・メニュー 豆腐ハンバーグ定食

・経費項目
　　リユース食器レンタル、材料費、フリースペース使用料＋エアコン代、
　　ボランティア食事代、ボランティア謝礼（交通費）、
　　槇塚台レストランスタッフ人件費

・メニュー カレー＆サラダ

・経費項目
　　リユース食器レンタル、材料費、ボランティア食事代、
　　ボランティア謝礼（交通費）、槇塚台レストランスタッフ人件費

・役割分担（役割兼任あり）

平成28年
9月1日㊍
11:30～
14:30

・当日を振り返って
夏休み中で広報に苦戦したが自治会の呼び掛けで多
くの人が集まり、食べ終わった子どもたちは近くの店
舗にあるスペースで学習や遊びを楽しんだ。

・当日を振り返って
全員で「いただきます」ができたので大家族のような
雰囲気だった。

槇
塚
台
レ
ス
ト
ラ
ン
②

槇
塚
台
レ
ス
ト
ラ
ン
の
２
回
目
は
平
日

夕
食
時
に
開
催
。参
加
人
数
が
前
回
よ
り

少
な
か
っ
た
た
め
食
後
に
場
所
の
移
動
は

せ
ず
に
レ
ス
ト
ラ
ン
内
で
過
ご
し
た
。

継
続
参
加
の
子
ど
も
た
ち
は
同
じ
場

所
で
同
じ
ス
タ
ッ
フ
の
顔
ぶ
れ
に
安
心
し
、

カ
レ
ー
の
お
か
わ
り
を
す
る
な
ど
少
し
慣

れ
た
様
子
が
み
ら
れ
た
。

●実施概要
・当日の参加人数
　　子ども25人、大人8人
　　合計33人

・提供品 肉・米・玉ねぎ・人参・にんにく・サーモンオイル漬け・レタス・トマト
 きゅうり・オクラ・みかん・柿・ドレッシング・茶

・役割分担（役割兼任あり）

平成28年
11月15日㊋
16:00～
18:00

子ども食堂の16事例

堺
市
で
は
、
平
成
28
年
度
に
、
家
庭

的
な
環
境
の
中
で
食
事
を
す
る
機
会
の

少
な
い
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
食
事

と
居
場
所
を
提
供
す
る
「
子
ど
も
食
堂
」

を
モ
デ
ル
的
に
計
９
回
開
催
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
実
施
を
通
し
て
、
利
用
者
や
実

施
施
設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
利
用

ニ
ー
ズ
や
運
営
課
題
、
ま
た
地
域
資
源

や
他
市
事
例
等
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
貧
困
の
連
鎖
を
止
め
る
仕
組

み
と
し
て
、
社
会
資
源
を
巻
き
込
ん
だ

体
制
づ
く
り
を
検
討
す
る
た
め
に
「
円

卓
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

円
卓
会
議
メ
ン
バ
ー
は
、
児
童
福
祉
、

生
活
保
護
、
教
育
分
野
の
市
担
当
課
、

学
識
者
や
子
ど
も
食
堂
に
食
材
を
提
供

し
て
い
る
企
業
や
団
体
、
医
療
機
関
、

す
で
に
子
ど
も
食
堂
を
開
催
し
て
い
る
実

施
主
体
な
ど
、
多
セ
ク
タ
ー
が
一
堂
に
集

ま
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
は
計
４
回
開
催
し
、
食

材
提
供
者
の
立
場
か
ら
の
課
題
整
理
や
、

す
で
に
実
施
し
て
い
る
子
ど
も
食
堂
の
日

常
の
報
告
や
課
題
の
共
有
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
参
加
者
に
話
題

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
基
に

議
論
し
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
的
に
実
施
し
、
セ
ク
タ
ー

を
越
え
た
横
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
貧
困
の
連
鎖
を
止
め
る

た
め
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

共通の実施項目

子ども無料、大人300円
小・中学生
広報さかい、さかい☆HUGはぐメール、市ホームページ、
Facebook「さかい子育て応援団」ページ
該当校区小学校、区子育て支援課、
ケースワーカー、相談員など関係機関
ボランティア謝礼は交通費のみ

小学校３年までは保護者のお迎えを依頼

－
－
－

－

－

－

参 加 費
主な対 象
広 報

チラシ配布

経 費
夜開催時
の 決 まり

役割
食事担当
受付
配膳・食事サポート
学習・遊び支援

槇塚台レストランスタッフ
スタッフ１人・自治会３人
ボランティア
ボランティア

6人
4人
3人
7人

人数 担当内訳

役割
食事担当
受付
配膳・食事サポート
学習・遊び支援
保育サポート

槇塚台レストランスタッフ
スタッフ1人・ボランティア2人
ボランティア
スタッフ3人・ボランティア5人
スタッフ

5人
3人
4人
8人
2人

人数 担当内訳

円卓会議の様子

地域のニーズに寄り添う、さまざまな工夫

学校別

■Ａ：小６ ■Ｂ：小４
■Ｃ：小３ ■Ｄ：小２
■Ｅ：小１ ■Ｆ：就学前

■Ａ：槇塚台小
■Ｂ：はるみ小
■Ｃ：就学前

■Ａ：中１ ■Ｂ：小６
■Ｃ：小５ ■Ｄ：小４
■Ｅ：小３ ■Ｆ：小２
■Ｇ：小１ ■Ｈ：就学前

■Ａ：槇塚台小
■Ｂ：三原台小
■Ｃ：晴美台中
■Ｄ：若松台中
■Ｅ：就学前
■Ｆ：不明

A：5人
B：1人H：1人

C：9人

D：10人E：4人

F：9人

G：6人

学年別

学年別 学校別

A：20人

B：2人

C：3人A：3人

B：9人

C：1人
D：6人

E：3人

F：3人

A：36人
B：2人

C：4人
D：1人 F：1人E：1人
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モデル事例

モデル事例

モデル事例

モデル事例

学年別
学校別

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ「
パ
ン
ゲ
ア
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
が
運
営
し
、子

育
て
家
庭
や
子
ど
も
向
け
イ
ベン
ト
の
開

催
実
績
が
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
で

開
催
。

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
初
め
て
の
開
催
で

一
学
期
の
終
業
式
後
の
昼
食
時
に
実
施

し
た
。

●実施概要

槇
塚
台
レ
ス
ト
ラ
ン
の
３
回
目
は
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
希
望
の
多
か
っ
た
土
曜
昼
食

時
に
開
催
。

子
ど
も
た
ち
は
習
い
事
の
前
後
に
友
人

た
ち
と
レ
ス
ト
ラ
ン
に
来
る
な
ど
、一
緒

に
食
事
を
楽
し
ん
で
い
た
。

前
回
ま
で
は
保
護
者
と
離
れ
ら
れ
な

か
っ
た
子
ど
も
が
、今
回
は
１
人
で
参
加

し
、す
ご
く
楽
し
み
に
し
て
い
た
様
子
で

変
化
が
見
ら
れ
た
。

・提供品 米・カレールー・じゃがいも・人参・玉ねぎ・レタス・キャベツ・
 プチトマト・きゅうり・ハム・水・ジュース・菓子

・役割分担（役割兼任あり）

平成28年
7月20日㊌
11:30～
13:30

大
阪
ガ
ス
　
堺
ガ
ス
ビ
ル

平成28年
12月10日㊏
10:30～
14:30

・メニュー 肉まん＆具だくさんのお味噌汁

・経費項目
　　リユース食器レンタル、フリースペース使用料＋エアコン代、
　　槇塚台レストランスタッフ人件費、
　　ボランティア食事代、ボランティア謝礼（交通費）

槇
塚
台
レ
ス
ト
ラ
ン
③

●実施概要
・当日の参加人数
　　子ども28人、大人11人
　　合計38人

・提供品 豚肉、冷凍里芋、ピザ、豆乳、うどん出汁、人参、大根、小松菜、
 肉まん、グミ、茶、水

・メニュー 野菜たっぷりゴロゴロカレー

・経費項目
　　リユース食器レンタル、ボランティア謝礼（交通費）

・当日を振り返って
第1回ということもあり、注目度が高く、就学前の子ども
たちとお母さんがたくさん参加した。周知時の対象者を
記載することの重要性を感じた。

・当日を振り返って
宿題を持ってくる子どもは少なく、お絵かきやトラン
プ・ゲームなどで過ごす子どもが多かった。遊びと勉
強スペースを区分する必要性を感じた。

・当日を振り返って
子どもたちの変化を実感し、継続実施の大切さと、子ど
もたちが安心できるように同じメンバーでのサポートが
必要だと感じた。

・役割分担（役割兼任あり）

平成29年
1月14日㊏
11:30～
14:30

・当日の参加人数
　　子ども43人、大人32人
　　合計75人

市小学校区は広く、北波止
に住む子どもたちの通学路
の途中にある。

・立地情報

・小学校区 堺区・市小学校区

・当日を振り返って
通常営業中の食堂の一角を使用したので、誘導人数がたくさん
必要だった。夏休み終盤の開催だったため、残っている宿題を
持ってきていた。屋外での活動も行うことができたらよかった。

大
阪
府
立
大
学
中
百
舌
鳥
キ
ャ
ン
パ
ス

時
期
は
夏
休
み
の
終
盤
。地
域
資
源
で

も
あ
る
大
学
内
の
食
堂
を
使
っ
て
運
営
で

き
る
か
を
検
証
。通
常
営
業
し
て
い
る
食

堂
の
中
で
開
催
し
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
後
の

大
学
生
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
利
用
し
て

い
る
中
、近
い
将
来
像
と
し
て
大
学
生
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。食
事
後

は
食
堂
近
く
の
フ
リ
ー
ス
ぺ
ー
ス
で
学
習

支
援
な
ど
を
２
時
間
程
行
っ
た
。

企
業
の
社
員
食
堂
を
活
用
し
、企
業
の

社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
可
能
か
を
検
証
。食
堂
は
通
常
営
業
す

る
中
で
ス
ペ
ー
ス
を
区
切
っ
て
使
用
。

子
ど
も
た
ち
に
自
分
で
作
る
楽
し
み

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、施
設
内
に
併

設
さ
れ
て
い
る
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

を
使
用
し
て
お
菓
子
を
作
る
体
験
教
室

も
実
施
。

●実施概要
・当日の参加人数
　　子ども15人、大人10人
　　合計25人

・提供品 ジュース・菓子
・メニュー 大学食堂で食べることができるごはん体験
 （大学食堂の通常メニューを当日参加者が選択）
・経費項目
　　食堂への支払い、
　　ボランティア謝礼（交通費）

・役割分担（役割兼任あり）

平成28年
8月30日㊋
11:00～
14:00

複数の校区に隣接し、
自由に出入りできるた
め地域の方には身近な
場所。

・立地情報

中区・東百舌鳥小学校区
・小学校区

堺区・市小学校区 
・小学校区

●実施概要
・当日の参加人数
　　子ども16人、大人8人
　　合計24人

堺駅から近く、看板も
大きいため、わかりや
すい場所。

・立地情報

・役割分担（役割兼任あり）

・提供品 缶ジュース

・メニュー 社員食堂で食べることができるご飯体験
 （スパニッシュオムレツ・唐揚げ・ご飯・お味噌汁）

・経費項目
　　食堂への支払い、雑費、ボランティア謝礼（交通費）

役割
食事担当
受付
配膳・誘導
学習・遊び支援・
保育サポート

パンゲアスタッフ3人＋ボランティア2人
スタッフ1人・ボランティア2人
ボランティア2人

スタッフ2人・ボランティア4人

5人
3人
2人

6人

人数 担当内訳

役割
食事担当
受付
配膳・食事サポート
学習・遊び支援

槇塚台レストランスタッフ
スタッフ2人
スタッフ3人・ボランティア3人
スタッフ3人・ボランティア3人

5人
2人
6人
6人

人数 担当内訳

役割
食事担当
配膳サポート
受付
お菓子教室サポート
学習支援
アンケート

大阪ガス社員食堂スタッフ
ボランティア2人
スタッフ1人＋ボランティア2人
ボランティア2人
スタッフ1人＋ボランティア9人
ボランティア9人

－
2人
3人
2人
10人
9人

人数 担当内訳

役割
食事担当
受付
配膳・誘導
学習・遊び支援

大学食堂（生協）
スタッフ1人・ボランティア3人
ボランティア11人
スタッフ6人・ボランティア3人

－
4人

11人
9人

人数 担当内訳

■Ａ：小５ ■Ｂ：小４
■Ｃ：小３ ■Ｄ：小２
■Ｅ：小１ ■Ｆ：就学前

学年別

A：1人
B：2人

C：2人
D：2人

E：4人

F：32人

■Ａ：高校 ■Ｂ：小６
■Ｃ：小５
■Ｄ：小４
■Ｅ：小３
■Ｆ：小２
■Ｇ：小１
■Ｈ：就学前

■Ａ：英彰小 ■Ｂ：新金岡小
■Ｃ：百舌鳥小 ■Ｄ：東深井小
■Ｅ：福田小 ■Ｆ：錦小
■Ｇ：はつしば学園小
■Ｈ：八下西小
■Ｉ：就学前
■Ｊ：不明

学年別

A：2人
B：1人
C：1人

H：3人

D：2人

E：3人

F：2人

G：1人 I：3人

A：1人
B：1人

C：2人

H：1人

J：2人

D：2人
E：1人F：1人G：1人

※初回につき、学校別集計は行わず。

■Ａ：中１ ■Ｂ：小５
■Ｃ：小４ ■Ｄ：小３
■Ｅ：小２ ■Ｆ：小１
■Ｇ：就学前

学年別

A：2人G：2人

B：2人

C：1人
D：1人

E：4人

F：4人

■Ａ：市小学校
■Ｂ：深井小
■Ｃ：三国ヶ丘小
■Ｄ：五箇荘東小
■Ｅ：若松台中
■Ｆ：五箇荘中
■Ｇ：就学前

学校別
A：7人

B：1人C：2人

D：2人

E：1人
F：1人

G：2人

■Ａ：槇塚台小
■Ｂ：五箇荘東小
■Ｃ：はるみ小
■Ｄ：晴美台中
■Ｅ：帝塚山学院泉ヶ丘中
■Ｆ：就学前

A：3人
B：3人

C：6人

D：3人
E：4人

F：3人

G：6人

学校別

A：17人
B：1人

C：1人
D：2人
E：1人

F：6人

■Ａ：中１ ■Ｂ：小５
■Ｃ：小４ ■Ｄ：小３
■Ｅ：小２ ■Ｆ：小１
■Ｇ：就学前
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モデル事例

モデル事例

モデル事例

モデル事例

学年別
学校別

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ「
パ
ン
ゲ
ア
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
が
運
営
し
、子

育
て
家
庭
や
子
ど
も
向
け
イ
ベン
ト
の
開

催
実
績
が
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
で

開
催
。

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
初
め
て
の
開
催
で

一
学
期
の
終
業
式
後
の
昼
食
時
に
実
施

し
た
。

●実施概要

槇
塚
台
レ
ス
ト
ラ
ン
の
３
回
目
は
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
希
望
の
多
か
っ
た
土
曜
昼
食

時
に
開
催
。

子
ど
も
た
ち
は
習
い
事
の
前
後
に
友
人

た
ち
と
レ
ス
ト
ラ
ン
に
来
る
な
ど
、一
緒

に
食
事
を
楽
し
ん
で
い
た
。

前
回
ま
で
は
保
護
者
と
離
れ
ら
れ
な

か
っ
た
子
ど
も
が
、今
回
は
１
人
で
参
加

し
、す
ご
く
楽
し
み
に
し
て
い
た
様
子
で

変
化
が
見
ら
れ
た
。

・提供品 米・カレールー・じゃがいも・人参・玉ねぎ・レタス・キャベツ・
 プチトマト・きゅうり・ハム・水・ジュース・菓子

・役割分担（役割兼任あり）

平成28年
7月20日㊌
11:30～
13:30

大
阪
ガ
ス
　
堺
ガ
ス
ビ
ル

平成28年
12月10日㊏
10:30～
14:30

・メニュー 肉まん＆具だくさんのお味噌汁

・経費項目
　　リユース食器レンタル、フリースペース使用料＋エアコン代、
　　槇塚台レストランスタッフ人件費、
　　ボランティア食事代、ボランティア謝礼（交通費）

槇
塚
台
レ
ス
ト
ラ
ン
③

●実施概要
・当日の参加人数
　　子ども28人、大人11人
　　合計38人

・提供品 豚肉、冷凍里芋、ピザ、豆乳、うどん出汁、人参、大根、小松菜、
 肉まん、グミ、茶、水

・メニュー 野菜たっぷりゴロゴロカレー

・経費項目
　　リユース食器レンタル、ボランティア謝礼（交通費）

・当日を振り返って
第1回ということもあり、注目度が高く、就学前の子ども
たちとお母さんがたくさん参加した。周知時の対象者を
記載することの重要性を感じた。

・当日を振り返って
宿題を持ってくる子どもは少なく、お絵かきやトラン
プ・ゲームなどで過ごす子どもが多かった。遊びと勉
強スペースを区分する必要性を感じた。

・当日を振り返って
子どもたちの変化を実感し、継続実施の大切さと、子ど
もたちが安心できるように同じメンバーでのサポートが
必要だと感じた。

・役割分担（役割兼任あり）

平成29年
1月14日㊏
11:30～
14:30

・当日の参加人数
　　子ども43人、大人32人
　　合計75人

市小学校区は広く、北波止
に住む子どもたちの通学路
の途中にある。

・立地情報

・小学校区 堺区・市小学校区

・当日を振り返って
通常営業中の食堂の一角を使用したので、誘導人数がたくさん
必要だった。夏休み終盤の開催だったため、残っている宿題を
持ってきていた。屋外での活動も行うことができたらよかった。

大
阪
府
立
大
学
中
百
舌
鳥
キ
ャ
ン
パ
ス

時
期
は
夏
休
み
の
終
盤
。地
域
資
源
で

も
あ
る
大
学
内
の
食
堂
を
使
っ
て
運
営
で

き
る
か
を
検
証
。通
常
営
業
し
て
い
る
食

堂
の
中
で
開
催
し
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
後
の

大
学
生
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
利
用
し
て

い
る
中
、近
い
将
来
像
と
し
て
大
学
生
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。食
事
後

は
食
堂
近
く
の
フ
リ
ー
ス
ぺ
ー
ス
で
学
習

支
援
な
ど
を
２
時
間
程
行
っ
た
。

企
業
の
社
員
食
堂
を
活
用
し
、企
業
の

社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
可
能
か
を
検
証
。食
堂
は
通
常
営
業
す

る
中
で
ス
ペ
ー
ス
を
区
切
っ
て
使
用
。

子
ど
も
た
ち
に
自
分
で
作
る
楽
し
み

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、施
設
内
に
併

設
さ
れ
て
い
る
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

を
使
用
し
て
お
菓
子
を
作
る
体
験
教
室

も
実
施
。

●実施概要
・当日の参加人数
　　子ども15人、大人10人
　　合計25人

・提供品 ジュース・菓子
・メニュー 大学食堂で食べることができるごはん体験
 （大学食堂の通常メニューを当日参加者が選択）
・経費項目
　　食堂への支払い、
　　ボランティア謝礼（交通費）

・役割分担（役割兼任あり）

平成28年
8月30日㊋
11:00～
14:00

複数の校区に隣接し、
自由に出入りできるた
め地域の方には身近な
場所。

・立地情報

中区・東百舌鳥小学校区
・小学校区

堺区・市小学校区 
・小学校区

●実施概要
・当日の参加人数
　　子ども16人、大人8人
　　合計24人

堺駅から近く、看板も
大きいため、わかりや
すい場所。

・立地情報

・役割分担（役割兼任あり）

・提供品 缶ジュース

・メニュー 社員食堂で食べることができるご飯体験
 （スパニッシュオムレツ・唐揚げ・ご飯・お味噌汁）

・経費項目
　　食堂への支払い、雑費、ボランティア謝礼（交通費）

役割
食事担当
受付
配膳・誘導
学習・遊び支援・
保育サポート

パンゲアスタッフ3人＋ボランティア2人
スタッフ1人・ボランティア2人
ボランティア2人

スタッフ2人・ボランティア4人

5人
3人
2人

6人

人数 担当内訳

役割
食事担当
受付
配膳・食事サポート
学習・遊び支援

槇塚台レストランスタッフ
スタッフ2人
スタッフ3人・ボランティア3人
スタッフ3人・ボランティア3人

5人
2人
6人
6人

人数 担当内訳

役割
食事担当
配膳サポート
受付
お菓子教室サポート
学習支援
アンケート

大阪ガス社員食堂スタッフ
ボランティア2人
スタッフ1人＋ボランティア2人
ボランティア2人
スタッフ1人＋ボランティア9人
ボランティア9人

－
2人
3人
2人
10人
9人

人数 担当内訳

役割
食事担当
受付
配膳・誘導
学習・遊び支援

大学食堂（生協）
スタッフ1人・ボランティア3人
ボランティア11人
スタッフ6人・ボランティア3人

－
4人

11人
9人

人数 担当内訳

■Ａ：小５ ■Ｂ：小４
■Ｃ：小３ ■Ｄ：小２
■Ｅ：小１ ■Ｆ：就学前

学年別

A：1人
B：2人

C：2人
D：2人

E：4人

F：32人

■Ａ：高校 ■Ｂ：小６
■Ｃ：小５
■Ｄ：小４
■Ｅ：小３
■Ｆ：小２
■Ｇ：小１
■Ｈ：就学前

■Ａ：英彰小 ■Ｂ：新金岡小
■Ｃ：百舌鳥小 ■Ｄ：東深井小
■Ｅ：福田小 ■Ｆ：錦小
■Ｇ：はつしば学園小
■Ｈ：八下西小
■Ｉ：就学前
■Ｊ：不明

学年別

A：2人
B：1人
C：1人

H：3人

D：2人

E：3人

F：2人

G：1人 I：3人

A：1人
B：1人

C：2人

H：1人

J：2人

D：2人
E：1人F：1人G：1人

※初回につき、学校別集計は行わず。

■Ａ：中１ ■Ｂ：小５
■Ｃ：小４ ■Ｄ：小３
■Ｅ：小２ ■Ｆ：小１
■Ｇ：就学前

学年別

A：2人G：2人

B：2人

C：1人
D：1人

E：4人

F：4人

■Ａ：市小学校
■Ｂ：深井小
■Ｃ：三国ヶ丘小
■Ｄ：五箇荘東小
■Ｅ：若松台中
■Ｆ：五箇荘中
■Ｇ：就学前

学校別
A：7人

B：1人C：2人

D：2人

E：1人
F：1人

G：2人

■Ａ：槇塚台小
■Ｂ：五箇荘東小
■Ｃ：はるみ小
■Ｄ：晴美台中
■Ｅ：帝塚山学院泉ヶ丘中
■Ｆ：就学前

A：3人
B：3人

C：6人

D：3人
E：4人

F：3人

G：6人

学校別

A：17人
B：1人

C：1人
D：2人
E：1人

F：6人

■Ａ：中１ ■Ｂ：小５
■Ｃ：小４ ■Ｄ：小３
■Ｅ：小２ ■Ｆ：小１
■Ｇ：就学前
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参考事例

モデル事例

モデル事例

学年別

森
の
キ
ッ
チ
ン

●実施概要

・提供品 紅茶・ココア・コーヒー・ジュース・フルーツ缶詰・さつまいも

・役割分担（役割兼任あり）

平成28年
10月24日㊊
16:30～
18:30

平成28年
11月25日㊎
16:00～
18:00

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
つ
ど
い

●実施概要

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
考
え
た

子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
も
の

子
ど
も
の
安
心
を
守
る
場
所

子
ど
も
食
堂
は
、早
い
段
階
か
ら
子
ど

も
の
安
心
を
守
れ
る
場
所
で
す
。

子
ど
も
と
一
緒
に
食
事
を
し
た
り
、遊

ん
だ
り
す
る
中
で
、普
段
の
生
活
や
学
校

の
こ
と
を
気
軽
に
話
し
て
く
れ
、子
ど
も

の
困
っ
て
い
る
こ
と
や
必
要
な
こ
と
が

見
え
て
き
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
は
、た
く
さ
ん
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
想
い
に
も
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。モ
デ
ル
事
業
で
か
か
わ
っ
て
く
れ
た
学
生
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

一
緒
に
食
事
す
る
楽
し
さ
を
知
る
場
所

孤
食
が
増
え
て
い
る
時
代
、子
ど
も
食

堂
で
は
、み
ん
な
と
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ

る
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、私
た
ち

も
改
め
て
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
楽
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。誰
か
と
一
緒
に
過
ご

す
時
間
と
い
う
の
が
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
貴
重
な
経
験
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

松永さん
帝塚山学院大学3年生

上野さん
京都大学大学院2年生

・メニュー きせつのごはん（サラダ・鶏肉料理・パスタ・ハンバーグ等）
・経費項目
　　食堂使用料、ボランティア謝礼（交通費）

・当日を振り返って
ニョッキを作る過程でさまざまな感想が飛び出
し、食べることも楽しんでいた。また、飾り付けや
クラフトでは個性の溢れる作品がみられた。

・提供品 米・肉・じゃがいも・玉ねぎ・人参・ケーキバー・クッキー
 食器

・メニュー カレーライス

・経費項目
　　ボランティア謝礼(交通費)、材料費

・役割分担（役割兼任あり）

・当日を振り返って
最初は静かに宿題に取り組んでいたが、食事時間からは楽しい雰囲気が生まれ「次はい
つある？」と次回の開催を望んでいた。同じ小学校で縦のつながりができていた。

・当日の参加人数
　　子ども13人、大人0人
　　合計13人

住宅街の中にあり、小
学校がすぐ近くなので
子ども1人でも訪れや
すい。

・立地情報

・小学校区 中区・深井小学校区

・当日の参加人数
　　子ども26人、大人11人
　　合計37人

南海高野 線堺東 駅か
ら近く、市役所という
公 的な場所で誰もが
訪れやすい。

・立地情報

堺区・熊野小学校区
・小学校区

社
会
福
祉
法
人
コ
ス
モ
ス
が
運
営
す
る

市
役
所
の
地
下
食
堂
。森
の
キ
ッ
チ
ン
自

体
が
障
害
者
の
就
労
と
社
会
参
加
を
支

援
す
る
場
所
で
も
あ
り
、参
加
す
る
子
ど

も
た
ち
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
面
で
も
協
力

が
得
ら
れ
た
。

ニ
ョ
ッ
キ
や
パ
フ
ェ
づ
く
り
の
体
験
、飾

り
付
け
や
ク
ラ
フ
ト
な
ど
シ
ー
ズ
ン
イ
ベ

ン
ト
の
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
。

社
会
福
祉
法
人
竹
林
会
が
運
営
す
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
。地
域
資
源
の

掘
り
起
こ
し
の
１
つ
と
し
て
、施
設
を
本

来
の
事
業
で
利
用
し
て
い
な
い
時
間
帯
に

子
ど
も
食
堂
を
実
施
で
き
る
か
を
検
証
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
各
方
面
で
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、地
域
の
自
治
会
や

学
校
な
ど
と
連
携
し
て
開
催
。

・役割分担（役割兼任あり）

つ
ど
い
食
堂

継
続
実
施
の
取
材
レ
ポ
ー
ト

・開催日時 毎月第三水曜日 16:30～18:30
・メニュー デイサービスで提供しているものと同じメニュー（2月：中華丼+副菜　3月：カレー+副菜）
・参加人数 2月9人／3月21人（小学校低・中学年が中心）
・広報 校区の小学校から配布/申込箱を設置
・実施主体 社会福祉法人竹林会

・周知用チラシ

・提供品 米（地元企業）、漬物（企業）、クッキー（地域ボランティア）
・経費項目 食材費、光熱水費など

継
続
実
施
の
経
緯

施
設
長
の〝
地
域
貢
献
し
た
い
〞〝
継

続
し
た
活
動
を
展
開
し
た
い
〞と
い
う

想
い
と
、初
回
に
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
の「
今
度
い
つ
あ
る
？
」の
声
が
後
押

し
と
な
り
、法
人
が
主
体
と
な
っ
た
継
続

実
施
が
決
定
。

当
日
を
振
り
返
っ
て

小
学
校
に「
申
込
箱
」を
設
置
し
て
、チ

ラ
シ
配
布
や
申
込
み
受
付
等
の
協
力
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
一

歩
と
な
っ
た
。地
域
や
学
生
の
協
力
も
大

き
い
。子
ど
も
た
ち
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、

「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」

「
あ
り
が
と
う
」の
あ
い
さ
つ
を
実
践
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
賑
や
か
な
雰
囲

気
と
な
り
、地
域
で
の
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
る
。

今
後
の
課
題・継
続
に
向
け
て

今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
た

め
に
は
地
域
か
ら
の
人
的
な
協
力
は
大

切
。地
域
や
学
生
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

継
続
し
て
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、丁

寧
に
情
報
共
有
し
て
取
組
を
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
。

役割

食事担当 5人 地域のボランティア（あたためや盛り付けなど）
（※調理はデイサービス提携業者が実施）

学習支援 ボランティア（学生・元教員）5人

人数 担当内訳

■Ａ：熊野小
■Ｂ：日置荘小
■Ｃ：錦小
■Ｄ：はつしば学園小
■Ｅ：大仙小
■Ｆ：安井小
■Ｇ：津久野中
■Ｈ：若松台中
■Ｉ：クラーク国際記念高
■Ｊ：伯太高
■Ｋ：就学前

A：4人

B：2人
C：1人

H：1人
I：1人
J：1人

K：5人

D：1人

E：5人F：4人
G：1人

■Ａ：小６ ■Ｂ：小５
■Ｃ：小４ ■Ｄ：小３
■Ｅ：小２ ■Ｆ：小１

学年別

A：2人

B：1人

C：6人

D：1人

E：1人

F：2人

■Ａ：深井小

学校別

A：13人

役割
食事担当
受付
配膳・誘導
学習・遊び支援

森のキッチンスタッフ
スタッフ1人・ボランティア1人
ボランティア6人
ボランティア6人

4人
2人
6人
6人

人数 担当内訳

役割
食事担当
受付
誘導
学習・遊び支援

自治会
スタッフ1人
スタッフ1人
スタッフ4人・ボランティア2人

5人
1人
1人
6人

人数 担当内訳

学校別

■Ａ：高３ ■Ｂ：高１
■Ｃ：中１ ■Ｄ：小６
■Ｅ：小５ ■Ｆ：小４
■Ｇ：小３　■Ｈ：小２
■Ｉ：小１　■Ｊ：就学前

C：2人
A：1人

D：1人
E：2人
F：1人

G：5人H：3人

I：5人

J：5人
B：1人
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参考事例

モデル事例

モデル事例

学年別

森
の
キ
ッ
チ
ン

●実施概要

・提供品 紅茶・ココア・コーヒー・ジュース・フルーツ缶詰・さつまいも

・役割分担（役割兼任あり）

平成28年
10月24日㊊
16:30～
18:30

平成28年
11月25日㊎
16:00～
18:00

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
つ
ど
い

●実施概要

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
考
え
た

子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
も
の

子
ど
も
の
安
心
を
守
る
場
所

子
ど
も
食
堂
は
、早
い
段
階
か
ら
子
ど

も
の
安
心
を
守
れ
る
場
所
で
す
。

子
ど
も
と
一
緒
に
食
事
を
し
た
り
、遊

ん
だ
り
す
る
中
で
、普
段
の
生
活
や
学
校

の
こ
と
を
気
軽
に
話
し
て
く
れ
、子
ど
も

の
困
っ
て
い
る
こ
と
や
必
要
な
こ
と
が

見
え
て
き
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
は
、た
く
さ
ん
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
想
い
に
も
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。モ
デ
ル
事
業
で
か
か
わ
っ
て
く
れ
た
学
生
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

一
緒
に
食
事
す
る
楽
し
さ
を
知
る
場
所

孤
食
が
増
え
て
い
る
時
代
、子
ど
も
食

堂
で
は
、み
ん
な
と
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ

る
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、私
た
ち

も
改
め
て
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
楽
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。誰
か
と
一
緒
に
過
ご

す
時
間
と
い
う
の
が
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
貴
重
な
経
験
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

松永さん
帝塚山学院大学3年生

上野さん
京都大学大学院2年生

・メニュー きせつのごはん（サラダ・鶏肉料理・パスタ・ハンバーグ等）
・経費項目
　　食堂使用料、ボランティア謝礼（交通費）

・当日を振り返って
ニョッキを作る過程でさまざまな感想が飛び出
し、食べることも楽しんでいた。また、飾り付けや
クラフトでは個性の溢れる作品がみられた。

・提供品 米・肉・じゃがいも・玉ねぎ・人参・ケーキバー・クッキー
 食器

・メニュー カレーライス

・経費項目
　　ボランティア謝礼(交通費)、材料費

・役割分担（役割兼任あり）

・当日を振り返って
最初は静かに宿題に取り組んでいたが、食事時間からは楽しい雰囲気が生まれ「次はい
つある？」と次回の開催を望んでいた。同じ小学校で縦のつながりができていた。

・当日の参加人数
　　子ども13人、大人0人
　　合計13人

住宅街の中にあり、小
学校がすぐ近くなので
子ども1人でも訪れや
すい。

・立地情報

・小学校区 中区・深井小学校区

・当日の参加人数
　　子ども26人、大人11人
　　合計37人

南海高野 線堺東 駅か
ら近く、市役所という
公 的な場所で誰もが
訪れやすい。

・立地情報

堺区・熊野小学校区
・小学校区

社
会
福
祉
法
人
コ
ス
モ
ス
が
運
営
す
る

市
役
所
の
地
下
食
堂
。森
の
キ
ッ
チ
ン
自

体
が
障
害
者
の
就
労
と
社
会
参
加
を
支

援
す
る
場
所
で
も
あ
り
、参
加
す
る
子
ど

も
た
ち
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
面
で
も
協
力

が
得
ら
れ
た
。

ニ
ョ
ッ
キ
や
パ
フ
ェ
づ
く
り
の
体
験
、飾

り
付
け
や
ク
ラ
フ
ト
な
ど
シ
ー
ズ
ン
イ
ベ

ン
ト
の
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
。

社
会
福
祉
法
人
竹
林
会
が
運
営
す
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
。地
域
資
源
の

掘
り
起
こ
し
の
１
つ
と
し
て
、施
設
を
本

来
の
事
業
で
利
用
し
て
い
な
い
時
間
帯
に

子
ど
も
食
堂
を
実
施
で
き
る
か
を
検
証
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
各
方
面
で
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、地
域
の
自
治
会
や

学
校
な
ど
と
連
携
し
て
開
催
。

・役割分担（役割兼任あり）

つ
ど
い
食
堂

継
続
実
施
の
取
材
レ
ポ
ー
ト

・開催日時 毎月第三水曜日 16:30～18:30
・メニュー デイサービスで提供しているものと同じメニュー（2月：中華丼+副菜　3月：カレー+副菜）
・参加人数 2月9人／3月21人（小学校低・中学年が中心）
・広報 校区の小学校から配布/申込箱を設置
・実施主体 社会福祉法人竹林会

・周知用チラシ

・提供品 米（地元企業）、漬物（企業）、クッキー（地域ボランティア）
・経費項目 食材費、光熱水費など

継
続
実
施
の
経
緯

施
設
長
の〝
地
域
貢
献
し
た
い
〞〝
継

続
し
た
活
動
を
展
開
し
た
い
〞と
い
う

想
い
と
、初
回
に
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
の「
今
度
い
つ
あ
る
？
」の
声
が
後
押

し
と
な
り
、法
人
が
主
体
と
な
っ
た
継
続

実
施
が
決
定
。

当
日
を
振
り
返
っ
て

小
学
校
に「
申
込
箱
」を
設
置
し
て
、チ

ラ
シ
配
布
や
申
込
み
受
付
等
の
協
力
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
一

歩
と
な
っ
た
。地
域
や
学
生
の
協
力
も
大

き
い
。子
ど
も
た
ち
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、

「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」

「
あ
り
が
と
う
」の
あ
い
さ
つ
を
実
践
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
賑
や
か
な
雰
囲

気
と
な
り
、地
域
で
の
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
る
。

今
後
の
課
題・継
続
に
向
け
て

今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
た

め
に
は
地
域
か
ら
の
人
的
な
協
力
は
大

切
。地
域
や
学
生
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

継
続
し
て
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、丁

寧
に
情
報
共
有
し
て
取
組
を
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
。

役割

食事担当 5人 地域のボランティア（あたためや盛り付けなど）
（※調理はデイサービス提携業者が実施）

学習支援 ボランティア（学生・元教員）5人

人数 担当内訳

■Ａ：熊野小
■Ｂ：日置荘小
■Ｃ：錦小
■Ｄ：はつしば学園小
■Ｅ：大仙小
■Ｆ：安井小
■Ｇ：津久野中
■Ｈ：若松台中
■Ｉ：クラーク国際記念高
■Ｊ：伯太高
■Ｋ：就学前

A：4人

B：2人
C：1人

H：1人
I：1人
J：1人

K：5人

D：1人

E：5人F：4人
G：1人

■Ａ：小６ ■Ｂ：小５
■Ｃ：小４ ■Ｄ：小３
■Ｅ：小２ ■Ｆ：小１

学年別

A：2人

B：1人

C：6人

D：1人

E：1人

F：2人

■Ａ：深井小

学校別

A：13人

役割
食事担当
受付
配膳・誘導
学習・遊び支援

森のキッチンスタッフ
スタッフ1人・ボランティア1人
ボランティア6人
ボランティア6人

4人
2人
6人
6人

人数 担当内訳

役割
食事担当
受付
誘導
学習・遊び支援

自治会
スタッフ1人
スタッフ1人
スタッフ4人・ボランティア2人

5人
1人
1人
6人

人数 担当内訳

学校別

■Ａ：高３ ■Ｂ：高１
■Ｃ：中１ ■Ｄ：小６
■Ｅ：小５ ■Ｆ：小４
■Ｇ：小３　■Ｈ：小２
■Ｉ：小１　■Ｊ：就学前

C：2人
A：1人

D：1人
E：2人
F：1人

G：5人H：3人

I：5人

J：5人
B：1人
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モデル事例

参考
事例

●実施概要
・開催場所 こみゅにてぃーひろばNIKOニコ

・開催頻度 月2回（長期休業中は毎週）

・参加費 子ども無料、大人200円

・経費　1回開催ごとに材料費、場所代1万5000円～
　　　  助成金や寄付などで賄っている。

・主催　NPO法人やんちゃまファミリーwith

・広報 生活保護ケースワーカーや生活困窮者自立支援制度の相談支援員
（等）が直接声をかけてチラシ配付
（申込：ケースワーカー（等） → 社協 → やんちゃま）

・関係機関と役割

役割

企画

担当内訳
松原市社会福祉協議会・行政・商工会女性部有志・やん
ちゃまファミリーwith・教育委員(個人)

当日の運営 コミュニティソーシャルワーカー、学習支援のスタッフ、
行政のボランティア・教員

食

地域との連携 社協（新しく立ち上げる時）

地 域のボランティア・社協職員・やんちゃまファミリー
with・商工会女性部有志

送迎 子ども１人での参加の場合は、社協担当者が自宅まで
送迎

①
子
ど
も
や
関
係
機
関
と
の

　
信
頼
関
係
の
構
築

を
構
築
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
子
ど

も
の
状
況
を
共
有
し
、
連
携
し
て
子
ど

も
の
支
援
に
取
り
組
む
関
係
機
関
や
支

援
者
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
は
、長
期
的
な
視
点
に
立
っ

て
子
ど
も
食
堂
を
運
営
し
、
子
ど
も
と

じ
っ
く
り
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
専
門

性
を
持
っ
た
人
の
存
在
が
不
可
欠
で
す
。

家
庭
環
境
に
課
題
を
抱
え
た
子
ど
も

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
ケ
ア
型
の

子
ど
も
食
堂
を
開
設
し
た
と
し
て
も
、

〝
課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
〞に
子
ど
も
食
堂

を
継
続
し
て
利
用
し
て
も
ら
い
、
支
援
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
ず
、
関
係
機
関
や
支
援
者
の
協
力

を
得
て
、
表
面
的
に
見
え
に
く
い〝
課
題

を
抱
え
た
子
ど
も
〞に
子
ど
も
食
堂
の
存

在
を
知
ら
せ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
で
は
、
市
関
係
部
署
と
連

携
し
て
、
対
象
者
への
個
別
周
知
を
行
い

ま
し
た
。

そ
し
て
、
二
つ
の
信
頼
関
係
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
一
つ
は
、
子
ど
も
食
堂
を
利

用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
子
ど
も
と
の
間

で
、
毎
回
、
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
少
し

ず
つ
関
係
性
を
積
み
重
ね
、
信
頼
関
係

「
ケ
ア
型
の
子
ど
も
食
堂
」を
実
施
す
る
際
の

二
つ
の
留
意
点

〜
モ
デ
ル
事
業
や
他
市
事
例
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
〜

②
子
ど
も
と
同
時
に
保
護
者

　
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

「
子
ど
も
の
貧
困
」
は
、
子
ど
も
だ
け

が
貧
困
な
の
で
は
な
く
、
家
庭
自
体
が
貧

困
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

子
ど
も
へ
の
ケ
ア
と
同
時
に
、
保
護
者
へ

の
サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
問
題
の
解
決
に

は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

松
原
市
の
事
例
で
は
、
24
年
間
に
わ
た

り
子
育
て
親
支
援
を
行
っ
て
き
た
実
績
を

有
し
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

組
織
力
を
有
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ケ
ア
型

の
子
ど
も
食
堂
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
の
支
援
と
同
時
に
保
護
者
の
ケ

ア
も
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
、
あ
る
い
は
、
保
護
者
支
援
を
行
っ
て

い
る
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
留
意
点
を
踏
ま
え
る
と
、
ケ

ア
型
の
子
ど
も
食
堂
に
取
り
組
む
た
め

に
は
、〝
課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
〞に
す
ぐ

に
届
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
た

う
え
で
、
専
門
的
な
ス
キ
ル
を
持
っ
て
日

常
的
に
関
係
機
関
と
連
携
を
と
る
こ

と
、
そ
し
て
、
長
期
的
に
子
ど
も
に
か

か
わ
っ
て
い
く
覚
悟
を
持
つ
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

市
役
所
地
下
食
堂
の「
森
の
キ
ッ
チ
ン
」で
、家
庭
環
境
等

で
課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
子
ど
も
食
堂
が

実
施
で
き
な
い
か
と
、ケ
ア
型
の
子
ど
も
食
堂
を
モ
デ
ル
実

施
し
た
。

実
施
に
際
し
て
、市
の
関
係
部
署
間
で
趣
旨
を
共
有
し
、

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
周
知
方
法
等
を
検
討
。一
般
に
は
公
開

せ
ず
、対
象
と
な
る
子
ど
も
や
家
庭
に
個
別
周
知
す
る
方
法

で
実
施
し
た
。

森
の
キ
ッ
チ
ン

ケ
ア
型
と
し
て
実
施
し
た
モ
デ
ル
事
業

●実施概要

・当日を振り返って
・周知用チラシ

「楽しい」だけでなく、「困った」
をサポートしていけるよう、ス
タッフと食事をともにしながら
ゆったりと過ごせる時間や空間
の必要性を感じた。

また、月末に近い開催日ほど
ニーズが高いと感じた。

・開催日時
　　平成29年1月18日、20日、24日、26日、27日　15:00～17:00
・広報　　ケースワーカー・区子育て支援課などによる直接的な声掛け、チラシ配付
・開催までのプロセス
　　① 打合せ：森のキッチン・生活援護管理課・子ども相談所・子ども企画課
　　　　　　　具体的な日時・運営方法・広報の仕方などを決定
　　② 説明会：広報を担うケースワーカー向けに説明会を開催
　　③ 実施　：5日開催し、3日間で3家族の参加があった。
　　　　　　　→ケースワーカーや、教育センターの教育相談と連携し参加に至る。
・参加費　子ども無料・大人300円
・メニュー　当日営業と同じメニュー 

や
ん
ち
ゃ
ま

ケ
ア
型
の
子
ど
も
食
堂
を
運
営
し
て
い
る
他
市
事
例（
松
原
市
）

開
催
ま
で
の
経
緯

始
ま
り
は
、一
人
の
教
育
委
員
か
ら
投

げ
か
け
ら
れ
た
子
ど
も
の
貧
困
問
題
。

「
子
ど
も
食
堂
を
し
て
ほ
し
い
」が
き
っ
か

け
で
す
。

元
々
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ん
ち
ゃ
ま
フ
ァ
ミ

リ
ー 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
は
、虐
待
防
止
の
た
め
の
仲

間
づ
く
り
か
ら
子
育
て
親
支
援
を
し
て
き

た
24
年
間
の
実
績
が
あ
り
、ま
た
そ
の
こ

ろ
に「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
」の
動

き
も
あ
っ
た
こ
と
が
、こ
の
動
き
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
、平
成
27
年
８
月
か
ら
、松

原
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
行
政
、教
育
委

員
と
協
働
で
、子
ど
も
食
堂
を
立
ち
上
げ

る
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

準
備
期
間
に
羽
曳
野
の
子
ど
も
食
堂「
ち

る
さ
ぽ
」に
見
学
に
行
き
、生
活
の
し
ん
ど

さ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
子
ど

も
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、民
生
委
員
向
け
の
勉
強
会
に
行

き
、生
活
保
護
の
現
状
や
社
会
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
げ
る
ま
で
の
苦
悩

を
学
ん
だ
時
に
、「
松
原
で
子
ど
も
食
堂
を

せ
ね
ば
！
」と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

立
ち
上
げ
の
際
の
初
期
経
費
は
、松
原

市
商
工
会
、松
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
、大

阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
、民
間
助
成
金
か

ら
提
供
を
受
け
、備
品
や
食
材
、場
所
代
な

ど
を
準
備
し
ま
し
た
。そ
し
て
平
成
27
年

12
月
10
日
に
第
１
回
を
開
催
し
、そ
の
後

毎
月
１
回
、今
で
は
毎
月
２
回
開
催
を
続
け

て
い
ま
す
。
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モデル事例

参考
事例

●実施概要
・開催場所 こみゅにてぃーひろばNIKOニコ

・開催頻度 月2回（長期休業中は毎週）

・参加費 子ども無料、大人200円

・経費　1回開催ごとに材料費、場所代1万5000円～
　　　  助成金や寄付などで賄っている。

・主催　NPO法人やんちゃまファミリーwith

・広報 生活保護ケースワーカーや生活困窮者自立支援制度の相談支援員
（等）が直接声をかけてチラシ配付
（申込：ケースワーカー（等） → 社協 → やんちゃま）

・関係機関と役割

役割

企画

担当内訳
松原市社会福祉協議会・行政・商工会女性部有志・やん
ちゃまファミリーwith・教育委員(個人)

当日の運営 コミュニティソーシャルワーカー、学習支援のスタッフ、
行政のボランティア・教員

食

地域との連携 社協（新しく立ち上げる時）

地 域のボランティア・社協職員・やんちゃまファミリー
with・商工会女性部有志

送迎 子ども１人での参加の場合は、社協担当者が自宅まで
送迎
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商
工
会
、松
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
、大

阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
、民
間
助
成
金
か

ら
提
供
を
受
け
、備
品
や
食
材
、場
所
代
な

ど
を
準
備
し
ま
し
た
。そ
し
て
平
成
27
年

12
月
10
日
に
第
１
回
を
開
催
し
、そ
の
後

毎
月
１
回
、今
で
は
毎
月
２
回
開
催
を
続
け

て
い
ま
す
。
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参考
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参考
事例

参考
事例

大
仙
西
校
区
子
ど
も
食
堂

・開催日時
 毎月第3水曜日　17時30分～

・参加費
 子ども・大人　無料

・参加人数
 70人程度

・運営人数（ボランティア含む）
 10人程度

・場所
 部落解放同盟堺支部サロン
　（堺区協和町1丁1-23）

・実施主体
 大仙西校区こども食堂実行隊

・問合先
 072-244-0118

「
自
分
た
ち
が
子
ど
も
の
こ

ろ
、ま
さ
に
子
ど
も
食
堂
の
よ

う
な
場
が
あ
っ
た
。自
分
た
ち
が

し
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
を
次

世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」と
４
人
で
立
ち

上
げ
た
。

学
校
や
商
店
な
ど
に
声
か
け

し
、協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

・開催日時
 毎月第1土曜日　10時～14時
・参加費
 子ども100円・大人300円
・参加人数
 15人程度
・運営人数（ボランティア含む）
 3人程度
・場所
 みんなのマーケット　るぴなす
 （南区高倉台3-2-2／
　  高倉台近隣センター内）
・実施主体
 社会福祉法人　ライフサポート協会
 みんなのマーケットるぴなす
・問合先
 072-295-6173

近
隣
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
ス
ー

パ
ー
で
、休
日
に
朝
か
ら
パン
や
弁

当
を
買
い
に
く
る
子
ど
も
た
ち

を
見
か
け
て
声
を
掛
け
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
立
ち
上
げ
た
。

行
う
中
で
老
若
男
女
問
わ
ず

参
加
し
や
す
い
よ
う「
子
ど
も
食

堂
」か
ら「
み
ん
な
の
食
堂
」に
改

名
。届
け
た
い
層
に
届
け
る
た
め

に
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
た
。

は
や
お
き
し
て

朝
ご
は
ん
を
た
べ
よ
う
会

る
ぴ
な
す 

み
ん
な
の
食
堂

　
　
　
　  （
る
ぴ
な
す 

子
ど
も
食
堂
）

・開催日時
 毎月第4金曜日　7時～8時
・参加費
 子ども・大人　100円
・参加人数
 35人程度
・運営人数（ボランティア含む）
 16人程度
・場所
 宮園校区地域会館（中区宮園町4-4）
・実施主体
 宮園校区まちづくり協議会
・問合先
 072-270-8181（中区役所企画総務課）

校
区
の
ニ
ー
ズ
を
調
べ
る
中
で
、

「
食
生
活
」「
虫
歯
予
防
」「
読
書
習

慣
」に
焦
点
を
あ
て
、「
生
活
習
慣
応

援
事
業
」と
し
て
、朝
ご
飯
の
提
供
、

歯
磨
き
指
導
、登
校
前
読
書
の
取
組

を
行
っ
て
い
る
。

校
区
福
祉
委
員
会
な
ど
地
域
の

方
々
の
協
力
の
も
と
、保
健
セ
ン

タ
ー
と
も
連
携
し
、地
域
の
世
代
間

交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

み
ん
な
食
堂「
ハ
ー
ト
食
堂
」

・開催日時
 年4回程度開催予定
・参加費
 子ども・大人　100円
・参加人数
 13人程度
・運営人数（ボランティア含む）
 8人程度
・場所
 特別養護老人ホーム ハートピア堺
 （堺区海山町3丁150-1）
・実施主体
 ハートピア堺相談支援室
・問合先
 072-222-8080

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

ハ
ー

ト
ピ
ア
堺
が
施
設
内
で
実
施
す

る
み
ん
な
の
た
め
の
食
堂
。

子
ど
も
も
高
齢
者
も
み
ん
な

で
ご
は
ん
を
食
べ
た
い
か
ら「
み

ん
な
食
堂
」。

学
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒

に
勉
強
や
遊
び
、お
し
ゃ
べ
り
な

ど
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

子
ど
も
食
堂「
と
も
ち
ゃ
ん
」

・開催日時
 毎月第4金曜日 18時～20時30分
・参加費
 大人300円、子ども100円
・参加人数
 10人程度
・運営人数（ボランティア含む）
 6人程度
・場所
 西区鳳中町5丁168番地5
 「ともちゃん」内
・実施主体
 個人　芝辻 友一
・問合先
 072-268-2225

あ
る
一
人
の
児
童
を
支
え
る
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
子
ど
も
食
堂
。児

童
が
友
だ
ち
を
連
れ
て
来
て
一
緒

に
食
べ
て
行
く
中
で
、複
数
の
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
と
な
っ
て
い
っ

た
。近
隣
ス
ー
パ
ー
の「
ス
ー
パ
ー
マ

ル
シ
ゲ
鳳
店
」と
も
連
携
し
、食
材

提
供
な
ど
の
寄
付
を
受
け
て
い
る
。

少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
、子
ど
も

た
ち
の
声
を
じ
っ
く
り
聞
く
こ
と
が

で
き
る
。

大
阪
府
内
に
あ
る
子
ど
も
食
堂
同

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
子
ど
も
食

堂
を
開
催
す
る
際
に
、
ス
タ
ッ
フ
が
お

互
い
の
子
ど
も
食
堂
を
手
伝
い
に
行
く

と
い
う
取
組
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
子
ど
も
食
堂
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
り
、

日
常
的
に
お
互
い
を
励
ま
し
合
っ
た
り
、

校
区
だ
け
で
は
な
く
、
校
区
外
の
つ
な

が
り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
の
関
係
性
だ
け
で
は
な

く
、
ま
ず
大
人
同
士
が
つ
な
が
り
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
、
め
ざ
す
社
会
に

つ
な
が
る
早
道
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

堺
市
で
す
で
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る

子
ど
も
食
堂

子
ど
も
食
堂
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性

堺
市
内
で
い
ち
早
く
子
ど
も
食
堂
や

居
場
所
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
団
体
の

紹
介
で
す
。

始
め
た
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
こ
の
地
域

の
子
ど
も
た
ち
に
居
場
所
を
作
り
た

い
」
と
い
う
思
い
と
、
地
域
の
子
ど
も

の
姿
が
し
っ
か
り
見
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
日
々
の
暮
ら
し
中
で
、
出
会

う
子
ど
も
た
ち
に
目
を
向
け
、
継
続

的
に
実
施
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
食
堂

以
外
の
日
常
の
中
で
、「
あ
ー
、
子
ど

も
食
堂
の
人
や
〜
！
」
と
子
ど
も
の
方

か
ら
声
を
か
け
て
く
る
関
係
に
な
っ
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
継
続
し
て
運
営
し
て
い
く
た

め
に
、
地
元
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

農
作
物
を
作
っ
て
い
る
人
の
協
力
を
得

て
食
材
を
確
保
し
た
り
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
人
材
を
確
保

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
時
点
で
把
握
し
て
い
る
情
報
で
す
。

全国・関西の子ども食堂
についてはこちらから

子ども食堂同士がネットワークを組み、
子ども食堂の開催に関しての情報発信を行っている

サイトがあります。

C
h
ec

k!

子どもの未来を考える
国の動きはこちらから

C
h
ec

k!

http://kodomoshokudou-network.com
こども食堂ネットワーク（全国）

http://kodomoshokudou-kansai.network
こども食堂ネットワーク関西

http://www.kodomohinkon.go.jp
子供の未来応援プロジェクト
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事例

大
仙
西
校
区
子
ど
も
食
堂

・開催日時
 毎月第3水曜日　17時30分～

・参加費
 子ども・大人　無料

・参加人数
 70人程度

・運営人数（ボランティア含む）
 10人程度

・場所
 部落解放同盟堺支部サロン
　（堺区協和町1丁1-23）

・実施主体
 大仙西校区こども食堂実行隊

・問合先
 072-244-0118

「
自
分
た
ち
が
子
ど
も
の
こ

ろ
、ま
さ
に
子
ど
も
食
堂
の
よ

う
な
場
が
あ
っ
た
。自
分
た
ち
が

し
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
を
次

世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」と
４
人
で
立
ち

上
げ
た
。

学
校
や
商
店
な
ど
に
声
か
け

し
、協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

・開催日時
 毎月第1土曜日　10時～14時
・参加費
 子ども100円・大人300円
・参加人数
 15人程度
・運営人数（ボランティア含む）
 3人程度
・場所
 みんなのマーケット　るぴなす
 （南区高倉台3-2-2／
　  高倉台近隣センター内）
・実施主体
 社会福祉法人　ライフサポート協会
 みんなのマーケットるぴなす
・問合先
 072-295-6173

近
隣
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
ス
ー

パ
ー
で
、休
日
に
朝
か
ら
パン
や
弁

当
を
買
い
に
く
る
子
ど
も
た
ち

を
見
か
け
て
声
を
掛
け
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
立
ち
上
げ
た
。

行
う
中
で
老
若
男
女
問
わ
ず

参
加
し
や
す
い
よ
う「
子
ど
も
食

堂
」か
ら「
み
ん
な
の
食
堂
」に
改

名
。届
け
た
い
層
に
届
け
る
た
め

に
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
た
。

は
や
お
き
し
て

朝
ご
は
ん
を
た
べ
よ
う
会

る
ぴ
な
す 

み
ん
な
の
食
堂

　
　
　
　  （
る
ぴ
な
す 

子
ど
も
食
堂
）

・開催日時
 毎月第4金曜日　7時～8時
・参加費
 子ども・大人　100円
・参加人数
 35人程度
・運営人数（ボランティア含む）
 16人程度
・場所
 宮園校区地域会館（中区宮園町4-4）
・実施主体
 宮園校区まちづくり協議会
・問合先
 072-270-8181（中区役所企画総務課）

校
区
の
ニ
ー
ズ
を
調
べ
る
中
で
、

「
食
生
活
」「
虫
歯
予
防
」「
読
書
習

慣
」に
焦
点
を
あ
て
、「
生
活
習
慣
応

援
事
業
」と
し
て
、朝
ご
飯
の
提
供
、

歯
磨
き
指
導
、登
校
前
読
書
の
取
組

を
行
っ
て
い
る
。

校
区
福
祉
委
員
会
な
ど
地
域
の

方
々
の
協
力
の
も
と
、保
健
セ
ン

タ
ー
と
も
連
携
し
、地
域
の
世
代
間

交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

み
ん
な
食
堂「
ハ
ー
ト
食
堂
」

・開催日時
 年4回程度開催予定
・参加費
 子ども・大人　100円
・参加人数
 13人程度
・運営人数（ボランティア含む）
 8人程度
・場所
 特別養護老人ホーム ハートピア堺
 （堺区海山町3丁150-1）
・実施主体
 ハートピア堺相談支援室
・問合先
 072-222-8080

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

ハ
ー

ト
ピ
ア
堺
が
施
設
内
で
実
施
す

る
み
ん
な
の
た
め
の
食
堂
。

子
ど
も
も
高
齢
者
も
み
ん
な

で
ご
は
ん
を
食
べ
た
い
か
ら「
み

ん
な
食
堂
」。

学
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒

に
勉
強
や
遊
び
、お
し
ゃ
べ
り
な

ど
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

子
ど
も
食
堂「
と
も
ち
ゃ
ん
」

・開催日時
 毎月第4金曜日 18時～20時30分
・参加費
 大人300円、子ども100円
・参加人数
 10人程度
・運営人数（ボランティア含む）
 6人程度
・場所
 西区鳳中町5丁168番地5
 「ともちゃん」内
・実施主体
 個人　芝辻 友一
・問合先
 072-268-2225

あ
る
一
人
の
児
童
を
支
え
る
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
子
ど
も
食
堂
。児

童
が
友
だ
ち
を
連
れ
て
来
て
一
緒

に
食
べ
て
行
く
中
で
、複
数
の
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
と
な
っ
て
い
っ

た
。近
隣
ス
ー
パ
ー
の「
ス
ー
パ
ー
マ

ル
シ
ゲ
鳳
店
」と
も
連
携
し
、食
材

提
供
な
ど
の
寄
付
を
受
け
て
い
る
。

少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
、子
ど
も

た
ち
の
声
を
じ
っ
く
り
聞
く
こ
と
が

で
き
る
。

大
阪
府
内
に
あ
る
子
ど
も
食
堂
同

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
子
ど
も
食

堂
を
開
催
す
る
際
に
、
ス
タ
ッ
フ
が
お

互
い
の
子
ど
も
食
堂
を
手
伝
い
に
行
く

と
い
う
取
組
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
子
ど
も
食
堂
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
り
、

日
常
的
に
お
互
い
を
励
ま
し
合
っ
た
り
、

校
区
だ
け
で
は
な
く
、
校
区
外
の
つ
な

が
り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
の
関
係
性
だ
け
で
は
な

く
、
ま
ず
大
人
同
士
が
つ
な
が
り
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
、
め
ざ
す
社
会
に

つ
な
が
る
早
道
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

堺
市
で
す
で
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る

子
ど
も
食
堂

子
ど
も
食
堂
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性

堺
市
内
で
い
ち
早
く
子
ど
も
食
堂
や

居
場
所
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
団
体
の

紹
介
で
す
。

始
め
た
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
こ
の
地
域

の
子
ど
も
た
ち
に
居
場
所
を
作
り
た

い
」
と
い
う
思
い
と
、
地
域
の
子
ど
も

の
姿
が
し
っ
か
り
見
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
日
々
の
暮
ら
し
中
で
、
出
会

う
子
ど
も
た
ち
に
目
を
向
け
、
継
続

的
に
実
施
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
食
堂

以
外
の
日
常
の
中
で
、「
あ
ー
、
子
ど

も
食
堂
の
人
や
〜
！
」
と
子
ど
も
の
方

か
ら
声
を
か
け
て
く
る
関
係
に
な
っ
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
継
続
し
て
運
営
し
て
い
く
た

め
に
、
地
元
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

農
作
物
を
作
っ
て
い
る
人
の
協
力
を
得

て
食
材
を
確
保
し
た
り
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
人
材
を
確
保

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
時
点
で
把
握
し
て
い
る
情
報
で
す
。

全国・関西の子ども食堂
についてはこちらから

子ども食堂同士がネットワークを組み、
子ども食堂の開催に関しての情報発信を行っている

サイトがあります。

C
h
ec

k!

子どもの未来を考える
国の動きはこちらから

C
h
ec

k!

http://kodomoshokudou-network.com
こども食堂ネットワーク（全国）

http://kodomoshokudou-kansai.network
こども食堂ネットワーク関西

http://www.kodomohinkon.go.jp
子供の未来応援プロジェクト
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はじめる前に確認したい

準備チェックリスト
大切なことは「継続」

立ち上げ時に考えておくことをまとめました

当
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

開
催
ま
で
の
流
れ

当
日
の
備
品

参
考
と
し
て
運
営
の
当
日

に
必
要
だ
っ
た
も
の
を
リ
ス

ト
に
し
ま
し
た
。開
催
場
所
に

合
わ
せ
て
当
日
の
流
れ
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン（
想
定
）し

て
必
要
な
も
の
を
書
き
出
し

て
お
く
と
安
心
で
す
。

経
験
者
の
声

ス
タ
ッ
フ
間
で
は
、
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

趣
旨
を
共
有
し
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
が
、
楽

し
く
緊
張
せ
ず
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
雰

囲
気
を
と
て
も
大
切
に
し
ま
し
た
。

参考：備品リスト

□ 釣り銭
□ 問い合わせ用の電話
□ 名札シール（スタッフ・参加者）
□ 文房具
　 （ペン・セロハンテープ・はさみなど）
□ ウェットティッシュ
□ テーブル布巾
□ 雑巾
□ ゴミ袋

□ アンケート
□ カメラ（記録用）
□ 趣旨説明文（保護者向け）
□ チラシ（誘導や掲示に使用）
□ 食券

必要であれば準備するもの

□ 受付名簿
事前申込有の場合

11:30

例）土曜日昼の開催

オープン

チ
ラ
シ
に
掲
載
す
る
内
容

モ
デ
ル
事
業
で
配
布
し
て
い

た
チ
ラ
シ
を
も
と
に
、記
載
す

る
事
項
を
書
き
出
し
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
際

の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

項目
・タイトル（子ども食堂の名称）
・趣旨説明（簡単に）
・日時
・メニュー（アレルギー対応の有無）
・会場（わかりやすい地図）
・参加費
・定員

・対象年齢
・参加条件（必要な場合）
・持ち物（必要な場合）
・問合先
・申込先と締切日（事前申込有の場合）
・運営団体名

チラシづくり３つのポイント
① 子どもたちが「行きたい」と思えるよう
　 イメージしやすい絵や写真などを入れる。
② 開催日時は目立つように。
③ 開催場所が分かりにくい場合は、
　 地図を載せて迷わないように配慮を！

増田さん

堺市役所本館
地下１階食堂

「森のキッチン」店長

事前に決めること

頻度

値段

事前申込の有無

時間帯

当日のスタッフ数

最初は月1回ペースで始める。地域や子どもたちのニーズを踏まえて、余力があれば、頻度を増やす。

材料費の実費を徴収するところが多い。子どもがお手伝いしたら無料としている場合もある。

本書：6ページ以降の「子ども食堂の16事例」参照
必要に応じて、本書：20ページを参照にボランティアの募集を行う。

役割分担 本書：6ページ以降の「子ども食堂の16事例」参照
当日の流れを決めて、必要な役割を書き出しておく。

メニュー 全国的に「カレー」が多い。お腹と心を満たす食事内容を心がけ、
最初から無理をしないメニューを決める。

事前申込が必要な子ども食堂が多い。事前に人数が分かると食材など無駄なく準備することができる。

定員 場所の広さ・スタッフ数・準備可能な食数などから定員を決める。

保険 本書：18ページの「ボランティア行事用保険」を参照

ポイント

14:00

子どもたちと一緒に配膳する。

12:00
「いただきます」
「ごちそうさま」で食器を洗い場ま
で持っていく。このあと、宿題や遊
びを楽しむ。

※タイムスケジュールはわかりやすいと
ころに掲示してあると、運営側も子ど
もたちも安心して過ごせます。

モデル事業のアンケートでは休日の昼間のニーズが高かった。全国的にみて夜の開催が多い。
夜の場合は、送迎のボランティアの確保（又は保護者による送迎）などルールを考えておく必要がある。

広報の仕方 チラシ、ポスター、ＳＮＳ、自治会の回覧板、連携機関からの声掛けなど。
開催2週間前までには告知しておきたい。

企画
準備チェックリストを確認しな
がら企画してみよう。

一緒に運営する仲間を募ろう。

1

募る2

3
2週間前までを目安に告知をし
よう。
※学校や自治会などに協力を

お願いするなら、少なくとも
１ヵ月前には依頼しましょう。

告知

4
役割分担をして運営しよう。
当日

当日の子どもたちへの対応

①分かりやすい動線を
入口からの動線を分かりやすく表示しましょう

（例：矢印やここで何をするかなどを書いた紙を貼る）

②食事の前の決まりごと
食事の前に必ず手洗い、うがいを促し、
手の消毒も行いましょう。

③自立を促す工夫を
配膳したものを取りに行く、片付けるは
できるだけ子どもたちが自分で行う環境を整えましょう。

あとは楽しく過ごせるように、子どもたちの声に耳を傾けてください。

C
h
ec

k!

チラシ例
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安全・衛生第一！

食提供チェックリスト
子ども食堂を始めるうえで、衛生管理は最も重要。

誰もが安心してかかわることができるように、
ルールを決めて取り組みましょう。

衛
生
管
理
と
調
理
設
備
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険

対
象
は
、地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
日

本
国
内
で
行
わ
れ
る
各
種
行
事
で

子
ど
も
食
堂
も
対
象
で
す
。

登
録
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、堺
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

調
理
従
事
者
の
衛
生
管
理

調
理
従
事
者
の
う
ち
か
ら

衛
生
責
任
者
を
定
め
、食
品
衛

生
責
任
者
の
資
格
を
取
得
し

ま
し
ょ
う
。食
品
衛
生
責
任
者

養
成
講
習
を
受
講
す
れ
ば
、資

格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

昨
今
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。子

ど
も
食
堂
と
し
て
、そ
の
子
ど

も
た
ち
に
対
応
す
る
か
を
決
め

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。対

応
す
る
な
ら
、事
前
申
込
制
と

し
、当
日
、除
去
食
を
用
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。対
応
し
な

い
場
合
は
、チ
ラ
シ
に
明
記
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

食
事
を
用
意
で
き
る
団
体
や

お
店
と
連
携
す
る

飲
食
店
に
調
理
を
一
任
す
る
こ

と
も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。子
ど
も

食
堂
で
大
事
な
こ
と
は
食
を
通
し

て
集
ま
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
と

「
向
き
合
う
時
間
」。そ
れ
を
無
理
な

く
確
保
で
き
る
体
制
を
築
き
ま

し
ょ
う
。

子
ど
も
食
堂
を
継
続
す
る
た
め
に

は
、食
事
を
無
理
の
な
い
方
法
で
提

供
す
る
こ
と
も
一
つ
の
手
段
で
す
。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ふ
ー
ど
ば
ん
く
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

食
品
関
連
企
業
や
量
販
店
、農

家
、個
人
な
ど
か
ら
、賞
味
期
限
内

で
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
商
品
と

し
て
流
通
さ
せ
ら
れ
な
い
食
品
の

寄
贈
を
受
け
、食
べ
物
に
困
っ
て

い
る
人
や
施
設
な
ど
に
無
償
で
配

布
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

食
材
提
供
者
か
ら
の
声

ご
近
所
か
ら
の
食
材
の
寄
付
や
お
手

伝
い
な
ど
、み
ん
な
で
つ
く
る
あ
た
た
か

い
活
動
に
生
協
も
共
感
し
ま
す
。地
域
の

一
員
と
し
て
、行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会

と
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

当日、衛生管理の視点で用意するもの 事前に用意しておきたいもの

支援開始までの手続き

必要に応じて設備を整えましょう。

増田さん

大阪いずみ市民生活協同組合

現
在※

38
ヶ
所
の
子
ど
も
食
堂
運
営

団
体
等
と
契
約
し
て
い
ま
す
。預
か
っ
た

食
品
を
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て

い
た
だ
き
、ス
タ
ッ
フ
一
同
、感
謝
を
し
て

い
ま
す
。

赤井さん

ふーどばんくOSAKA

※

平
成
29
年
３
月
時
点

必要な調理設備（例）

ふーどばんくOSAK Aへ問い合わせをする
窓口担当者と面談し、同意書を結ぶ
ふーどばんくOSAK Aへ食品提 供依 頼をする
ふーどばんくOSAK Aへ食 材の受取に行く

❶
❷
❸
❹

・シンク
・（シンク以外の）手洗い設備
・冷蔵庫
・調理台もしくは配膳台
・換気扇もしくは窓（窓の場合は網戸をつける）
・床や壁（防水性があり、清掃しやすく清潔に保てるもの）
・給湯器（お湯のでる蛇口）

❶ つけない → 清潔に調理
❷ 増やさない → 迅速に調理・温度管理
❸ やっつける → 加熱して、死滅させる
❹ 持ち込まない → 体調の悪い人は調理しない

〒599-8101　堺市東区八下町1-122
　　　　　　大阪食品流通センター内
Tel. 072-258-2201　Fax. 072-275-7763

問
合
先

食品の衛生管理について相談がある場合は、
堺市保健所食品衛生課　Tel. 072-222-9925
で助言を受けることができます。

※必ずしも、希望する食材が揃うわけではありません。
ただし、事前に依頼をしておくと、該当する食材があれば、取り置き
してくださいます。また、2週間に１回程度、ふーどばんくOSAKAに
届いた食材の調査のためのメールまたはFAXが届き、必要であれ
ば、事前に申し込みをし、確保していただくこともできます。

食中毒予防の重要なポイント

す
で
に
子
ど
も
食
堂
を
運
営
し

て
い
る
方
に
伺
う
と
、

・
保
健
所
か
ら
食
品
衛
生
に
関
す
る

指
導
や
助
言
を
受
け
て
い
る

・営
業
許
可
を
と
る

・
調
理
従
事
者
の
一
人
が
食
品
衛
生

責
任
者
の
資
格
を
と
る

・
生
野
菜
は
出
さ
ず
加
熱
し
た
も
の

し
か
出
さ
な
い

・
調
理
従
事
者
は
定
期
的
に
検
便
し

て
い
る

な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。

食
品
衛
生
の
基
本
は〝
ま
ず
手
洗

い
〞で
す
。　

食
中
毒
を
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
よ

う
、活
動
に
か
か
わ
る
皆
さ
ん
で
十
分

に
注
意
し
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

□ 薬用石鹸
□ ペーパータオル
□ エプロン
□ マスク
□ 三角巾やバンダナ

□ ウェットティッシュ
□ 台拭き
□ ゴミ袋
□ 消毒液

□ 食品衛生管理運営マニュアルの作成
　　  大阪府のサイトに「食品衛生管理運営マニュアル作成の手引き※」の
　　  ページがあります。そこに管理運営マニュアル（モデルプラン）が
　　  公開されているので、それを参考に作成してください。

※大阪府/食品衛生管理運営マニュアル作成の手引きURL
　http://www.pref.osaka.lg.jp/shokuhin/eisei-manyuaru/
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安全・衛生第一！

食提供チェックリスト
子ども食堂を始めるうえで、衛生管理は最も重要。

誰もが安心してかかわることができるように、
ルールを決めて取り組みましょう。

衛
生
管
理
と
調
理
設
備
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険

対
象
は
、地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
日

本
国
内
で
行
わ
れ
る
各
種
行
事
で

子
ど
も
食
堂
も
対
象
で
す
。

登
録
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、堺
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

調
理
従
事
者
の
衛
生
管
理

調
理
従
事
者
の
う
ち
か
ら

衛
生
責
任
者
を
定
め
、食
品
衛

生
責
任
者
の
資
格
を
取
得
し

ま
し
ょ
う
。食
品
衛
生
責
任
者

養
成
講
習
を
受
講
す
れ
ば
、資

格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

昨
今
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。子

ど
も
食
堂
と
し
て
、そ
の
子
ど

も
た
ち
に
対
応
す
る
か
を
決
め

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。対

応
す
る
な
ら
、事
前
申
込
制
と

し
、当
日
、除
去
食
を
用
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。対
応
し
な

い
場
合
は
、チ
ラ
シ
に
明
記
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

食
事
を
用
意
で
き
る
団
体
や

お
店
と
連
携
す
る

飲
食
店
に
調
理
を
一
任
す
る
こ

と
も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。子
ど
も

食
堂
で
大
事
な
こ
と
は
食
を
通
し

て
集
ま
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
と

「
向
き
合
う
時
間
」。そ
れ
を
無
理
な

く
確
保
で
き
る
体
制
を
築
き
ま

し
ょ
う
。

子
ど
も
食
堂
を
継
続
す
る
た
め
に

は
、食
事
を
無
理
の
な
い
方
法
で
提

供
す
る
こ
と
も
一
つ
の
手
段
で
す
。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ふ
ー
ど
ば
ん
く
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

食
品
関
連
企
業
や
量
販
店
、農

家
、個
人
な
ど
か
ら
、賞
味
期
限
内

で
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
商
品
と

し
て
流
通
さ
せ
ら
れ
な
い
食
品
の

寄
贈
を
受
け
、食
べ
物
に
困
っ
て

い
る
人
や
施
設
な
ど
に
無
償
で
配

布
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

食
材
提
供
者
か
ら
の
声

ご
近
所
か
ら
の
食
材
の
寄
付
や
お
手

伝
い
な
ど
、み
ん
な
で
つ
く
る
あ
た
た
か

い
活
動
に
生
協
も
共
感
し
ま
す
。地
域
の

一
員
と
し
て
、行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会

と
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

当日、衛生管理の視点で用意するもの 事前に用意しておきたいもの

支援開始までの手続き

必要に応じて設備を整えましょう。

増田さん

大阪いずみ市民生活協同組合

現
在※

38
ヶ
所
の
子
ど
も
食
堂
運
営

団
体
等
と
契
約
し
て
い
ま
す
。預
か
っ
た

食
品
を
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て

い
た
だ
き
、ス
タ
ッ
フ
一
同
、感
謝
を
し
て

い
ま
す
。

赤井さん

ふーどばんくOSAKA

※

平
成
29
年
３
月
時
点

必要な調理設備（例）

ふーどばんくOSAK Aへ問い合わせをする
窓口担当者と面談し、同意書を結ぶ
ふーどばんくOSAK Aへ食品提 供依 頼をする
ふーどばんくOSAK Aへ食 材の受取に行く

❶
❷
❸
❹

・シンク
・（シンク以外の）手洗い設備
・冷蔵庫
・調理台もしくは配膳台
・換気扇もしくは窓（窓の場合は網戸をつける）
・床や壁（防水性があり、清掃しやすく清潔に保てるもの）
・給湯器（お湯のでる蛇口）

❶ つけない → 清潔に調理
❷ 増やさない → 迅速に調理・温度管理
❸ やっつける → 加熱して、死滅させる
❹ 持ち込まない → 体調の悪い人は調理しない

〒599-8101　堺市東区八下町1-122
　　　　　　大阪食品流通センター内
Tel. 072-258-2201　Fax. 072-275-7763

問
合
先

食品の衛生管理について相談がある場合は、
堺市保健所食品衛生課　Tel. 072-222-9925
で助言を受けることができます。

※必ずしも、希望する食材が揃うわけではありません。
ただし、事前に依頼をしておくと、該当する食材があれば、取り置き
してくださいます。また、2週間に１回程度、ふーどばんくOSAKAに
届いた食材の調査のためのメールまたはFAXが届き、必要であれ
ば、事前に申し込みをし、確保していただくこともできます。

食中毒予防の重要なポイント

す
で
に
子
ど
も
食
堂
を
運
営
し

て
い
る
方
に
伺
う
と
、

・
保
健
所
か
ら
食
品
衛
生
に
関
す
る

指
導
や
助
言
を
受
け
て
い
る

・営
業
許
可
を
と
る

・
調
理
従
事
者
の
一
人
が
食
品
衛
生

責
任
者
の
資
格
を
と
る

・
生
野
菜
は
出
さ
ず
加
熱
し
た
も
の

し
か
出
さ
な
い

・
調
理
従
事
者
は
定
期
的
に
検
便
し

て
い
る

な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。

食
品
衛
生
の
基
本
は〝
ま
ず
手
洗

い
〞で
す
。　

食
中
毒
を
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
よ

う
、活
動
に
か
か
わ
る
皆
さ
ん
で
十
分

に
注
意
し
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

□ 薬用石鹸
□ ペーパータオル
□ エプロン
□ マスク
□ 三角巾やバンダナ

□ ウェットティッシュ
□ 台拭き
□ ゴミ袋
□ 消毒液

□ 食品衛生管理運営マニュアルの作成
　　  大阪府のサイトに「食品衛生管理運営マニュアル作成の手引き※」の
　　  ページがあります。そこに管理運営マニュアル（モデルプラン）が
　　  公開されているので、それを参考に作成してください。

※大阪府/食品衛生管理運営マニュアル作成の手引きURL
　http://www.pref.osaka.lg.jp/shokuhin/eisei-manyuaru/
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子ども食堂では、ボランティアはさまざまな役割を担います。
モデル事業では、さまざまな年齢、経験のボランティアの方が参加しました。

子ども食堂の開催にあたって、ボランティアの力を借りたいという方は、
こちらの問合先も参考にしてみてください。

事
前
説
明
会

当
日
行
う
こ
と

事
前
説
明
会
で
は
、子
ど
も
食

堂
に
か
か
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、会
場
の
使
い

方
や
役
割
分
担
、注
意
事
項
な
ど

を
全
員
で
共
有
し
ま
す
。

事
前
説
明
会
の
日
に
、子
ど
も

食
堂
当
日
に
か
か
わ
る
人
が
初
め

て
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
に
う
ま
く
協
力
で
き
る

よ
う
、ス
タ
ッ
フ・ボ
ラ
ン
ティ
ア
間

の
関
係
づ
く
り
も
大
切
で
す
。会場の使い方や役割分担、注意事項

などを全員で共有。

始める前と終わった後に確認と共有の場を。

助けてくれる仲間たち

ボランティアの力を生かす

当
日
は
、子
ど
も
食
堂
を
始
め

る
前
に「
打
ち
合
わ
せ
」、子
ど
も

食
堂
が
終
わ
っ
た
後
に「
振
り
返

り
」を
行
い
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
で
は
、そ
れ
ぞ
れ

１
時
間
程
度
の
時
間
を
設
け
ま

し
た
が
、子
ど
も
た
ち
の
人
数
や

状
況
に
応
じ
て
調
整
し
て
く
だ

さ
い
。特
に
、「
振
り
返
り
」を
行

う
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
の
課
題

を
共
有
す
る
と
と
も
に
、次
回
開

催
に
向
け
た
改
善
点
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ボランティアとスタッフ、またはボランティア同士の関
係性を作る

アイスブレイクに必要なもの
（紙、ペンなど）アイスブレイク 15分

具体的な実施内容内容

子ども食堂を開催する目的と、子どもたちにどのよう
なことを提供するかを説明 説明会資料事業説明 20分

所要時間 準備物

ボランティア団体の問合先

堺市社会福祉協議会　地域福祉課　ボランティア情報センター
Tel. 072-232-5420㈹　Fax. 072-221-7409　　堺市堺区南瓦町2-1 堺市総合福祉会館内

大阪府立大学　ボランティア・市民活動センターV-station
Tel. 072-254-7484　Fax. 072-254-6442　　堺市中区学園町1-1 大阪府立大学中百舌鳥キャンパスB12棟内

※講師要件について

当日の全体の動きと、ボランティアやスタッフそれぞれ
の役割や動きを説明 役割分担表当日のスケジュールと

役割分担 20分

持ち物などの連絡事項連絡事項 10分

・当日のスタッフ、ボランティアの自己紹介
・当日の動きと場所の使い方の最終確認（トイレの場所、

危険な場所、危険なものなどは全員で確認する）
・緊急対応者の確認
・スタッフ、ボランティアの名札を作成する

・名札
・ペン
・役割分担表

打ち合わせ 30分

具体的な実施内容内容

・食事をする場所と遊びのスペース、学習スペースを作る
＊食事をするところは、ある程度（10人以上）の人数が座

れるところが望ましい

・「遊びスペース」と「学習ス
ペース」の立て札

・スケジュール表
準備 30分

所要時間 準備物

子どもの動きに合わせて食事や学習のサポートを行う 室内でできる遊び道具（トラ
ンプやオセロなど）

本番

・当日の運営、子どもたちの様子について全体での共有
を行う

・「困ったこと」と「アドバイス」に分けて付せんに記入する

・付せん
・ペン振り返り

①オリエンテーション（15分）

③子どもの人権（60分）

内容 具体的な実施内容

障害特性（発達障害について）、虐
待、愛着障害、貧困について

②さまざまな背景・特性を
もつ子どもたち（60分）

人権侵害の事例を学び、子どもの人
権に関する理解を深める

④子どものほめ方・叱り方・
伝え方（60分）

個人情報の取り扱いについて、なぜ
マナーが必要なのか

社会福祉士または児童福祉に関係する資格を有する者、もしくは何ら
かの課題を抱える子どもの支援に携わった経験を持つ者が望ましい。

⑤個人情報、マナーについて
（30分）

終了後
60分

事
前
研
修
と
そ
の
必
要
性

子
ど
も
食
堂
に
は
、貧
困
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
も
参
加
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。食
事
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
課
題
解
決
に

は
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
の
存
在
や
子
ど
も
か

ら
の
サ
イ
ン
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
、そ
の
子
ど
も
た

ち
を
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
や
支
援
機
関
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
知
識
や
福

祉
的
な
視
点
を
学
び
ま
す
。

例

例

例

子どもの行動を観察し、その行動を
分類し、それぞれの行動に対しての
アプローチを理解する
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子ども食堂では、ボランティアはさまざまな役割を担います。
モデル事業では、さまざまな年齢、経験のボランティアの方が参加しました。

子ども食堂の開催にあたって、ボランティアの力を借りたいという方は、
こちらの問合先も参考にしてみてください。

事
前
説
明
会

当
日
行
う
こ
と

事
前
説
明
会
で
は
、子
ど
も
食

堂
に
か
か
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、会
場
の
使
い

方
や
役
割
分
担
、注
意
事
項
な
ど

を
全
員
で
共
有
し
ま
す
。

事
前
説
明
会
の
日
に
、子
ど
も

食
堂
当
日
に
か
か
わ
る
人
が
初
め

て
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
に
う
ま
く
協
力
で
き
る

よ
う
、ス
タ
ッ
フ・ボ
ラ
ン
ティ
ア
間

の
関
係
づ
く
り
も
大
切
で
す
。会場の使い方や役割分担、注意事項

などを全員で共有。

始める前と終わった後に確認と共有の場を。

助けてくれる仲間たち

ボランティアの力を生かす

当
日
は
、子
ど
も
食
堂
を
始
め

る
前
に「
打
ち
合
わ
せ
」、子
ど
も

食
堂
が
終
わ
っ
た
後
に「
振
り
返

り
」を
行
い
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
で
は
、そ
れ
ぞ
れ

１
時
間
程
度
の
時
間
を
設
け
ま

し
た
が
、子
ど
も
た
ち
の
人
数
や

状
況
に
応
じ
て
調
整
し
て
く
だ

さ
い
。特
に
、「
振
り
返
り
」を
行

う
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
の
課
題

を
共
有
す
る
と
と
も
に
、次
回
開

催
に
向
け
た
改
善
点
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ボランティアとスタッフ、またはボランティア同士の関
係性を作る

アイスブレイクに必要なもの
（紙、ペンなど）アイスブレイク 15分

具体的な実施内容内容

子ども食堂を開催する目的と、子どもたちにどのよう
なことを提供するかを説明 説明会資料事業説明 20分

所要時間 準備物

ボランティア団体の問合先

堺市社会福祉協議会　地域福祉課　ボランティア情報センター
Tel. 072-232-5420㈹　Fax. 072-221-7409　　堺市堺区南瓦町2-1 堺市総合福祉会館内

大阪府立大学　ボランティア・市民活動センターV-station
Tel. 072-254-7484　Fax. 072-254-6442　　堺市中区学園町1-1 大阪府立大学中百舌鳥キャンパスB12棟内

※講師要件について

当日の全体の動きと、ボランティアやスタッフそれぞれ
の役割や動きを説明 役割分担表当日のスケジュールと

役割分担 20分

持ち物などの連絡事項連絡事項 10分

・当日のスタッフ、ボランティアの自己紹介
・当日の動きと場所の使い方の最終確認（トイレの場所、

危険な場所、危険なものなどは全員で確認する）
・緊急対応者の確認
・スタッフ、ボランティアの名札を作成する

・名札
・ペン
・役割分担表

打ち合わせ 30分

具体的な実施内容内容

・食事をする場所と遊びのスペース、学習スペースを作る
＊食事をするところは、ある程度（10人以上）の人数が座

れるところが望ましい

・「遊びスペース」と「学習ス
ペース」の立て札

・スケジュール表
準備 30分

所要時間 準備物

子どもの動きに合わせて食事や学習のサポートを行う 室内でできる遊び道具（トラ
ンプやオセロなど）

本番

・当日の運営、子どもたちの様子について全体での共有
を行う

・「困ったこと」と「アドバイス」に分けて付せんに記入する

・付せん
・ペン振り返り

①オリエンテーション（15分）

③子どもの人権（60分）

内容 具体的な実施内容

障害特性（発達障害について）、虐
待、愛着障害、貧困について

②さまざまな背景・特性を
もつ子どもたち（60分）

人権侵害の事例を学び、子どもの人
権に関する理解を深める

④子どものほめ方・叱り方・
伝え方（60分）

個人情報の取り扱いについて、なぜ
マナーが必要なのか

社会福祉士または児童福祉に関係する資格を有する者、もしくは何ら
かの課題を抱える子どもの支援に携わった経験を持つ者が望ましい。

⑤個人情報、マナーについて
（30分）

終了後
60分

事
前
研
修
と
そ
の
必
要
性

子
ど
も
食
堂
に
は
、貧
困
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
も
参
加
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。食
事
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
課
題
解
決
に

は
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
の
存
在
や
子
ど
も
か

ら
の
サ
イ
ン
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
、そ
の
子
ど
も
た

ち
を
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
や
支
援
機
関
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
知
識
や
福

祉
的
な
視
点
を
学
び
ま
す
。

例

例

例

子どもの行動を観察し、その行動を
分類し、それぞれの行動に対しての
アプローチを理解する
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子ども食堂はさまざまな子どもたちが利用します。
どんな子どもにとっても安心できる場所となるよう
まわりの大人ができることを考えていきましょう。

NPO法人み・らいず理事。大学で教育心
理学、大学院で障害児教育を学び、み・
らいずでは、発達障害や不登校の子ど
もたちの支援に携わる。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

使
い
方

前
述
し
た
よ
う
に
、子
ど
も
た

ち
の
サ
イ
ン
は
言
葉
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。行
動
や
態
度
、身

な
り
か
ら
発
せ
ら
れ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。子
ど
も
と

の
か
か
わ
り
の
中
で
、同
年
代
の

子
ど
も
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い
、表
情
の
変
化
が
み
ら
れ
な

い
、清
潔
感
の
な
い
身
な
り
を
し

て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
に
気
づ

く
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

気
に
な
る
サ
イ
ン
を
見
つ
け

た
と
き
は
、ひ
と
り
で
判
断
せ
ず

に
、ス
タ
ッ
フ
で
話
し
合
い
、必

要
に
応
じ
て
専
門
機
関
等
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

大項目例

身なり／行動

他者とのかかわり

食事場面 

びくびくしている

チックの症状が出ている

過度に走り回ったりよじ登ったりする

順番を待つのが難しい

かんしゃくを起こしやすい

時計が読めない

髪の毛がべたついている 

においがある（入浴していない、服を洗っていない）

散髪ができていない

リストカットの跡がある

思いつくままに話すなど、筋道の通った話をするのが難しい

含みのある言葉や嫌味を言われても分からず、言葉どおりに受け止めてしまうことがある

他の子どもとトラブルがある

ゲームのルールを守るのが難しい

食行動の異常（過食・盗食）

みんなと食事をとることができない

項目例

見逃したくない
子どもからのサイン

チェックをした後は、
スタッフで話し合いを。

子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る

ま
ず
、ゆ
っ
た
り
し
た

空
間
づ
く
り
か
ら

野田 満由美さん

臨床発達心理士
精神保健福祉士

い
ま
、大
人
の
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方
で
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
、専
門
家
に
聞
き
ま
し
た
。

大
人
が
ア
ン
テ
ナ
を
張
る

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
気
持
ち
や

状
況
を
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

表
情
は
ニコニコ
し
て
い
て
も
、
そ
れ
が

本
当
の
気
持
ち
や
状
況
と
異
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
清
潔
感
が
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
、
人
と
の
距
離
感
が
近
い
、
み
ん

な
と
一
緒
に
食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
な

い
な
ど
、
子
ど
も
が
意
図
し
て
い
な
い
と

こ
ろ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
状
況
の
変

化
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
で
も
、
こ
の
よ
う
な
サ
イ

ン
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
周
り

の
大
人
が
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
そ
の
サ
イ

ン
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
が
大

切
で
す
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

サ
イ
ン
を
発
信
す
る
の
か
を
想
定
し
、
身

な
り
・
行
動
、
他
者
と
の
か
か
わ
り
、

食
事
場
面
、
学
習
場
面
に
分
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
面
で
考
え
ら
れ
る
サ
イ
ン
を

リ
ス
ト
化
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
サ
イ
ン
を
察
知
し
た
と

き
は
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
専
門
機
関

等
（
26
、
27
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
相
談
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

子どものサインチェックリスト項目例

何
で
困
っ
て
い
る
の
か
は
、大
人

側
が「
見
よ
う
」と
し
な
け
れ
ば

見
え
ま
せ
ん
。子
ど
も
食
堂
に
お

い
て
も
、子
ど
も
た
ち
の
態
度
や

表
情
な
ど
か
ら
、ど
ん
な
ニ
ー
ズ

を
も
っ
て
い
る
の
か
キ
ャ
ッ
チ

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
今
、経
済
的
に

貧
困
状
態
で
な
く
て
も
、学
習
の

機
会
や
社
会
的
な
経
験
に
恵
ま

れ
ず
、努
力
す
る
力
が
育
ま
れ
て

い
な
か
っ
た
ら
、将
来
の
貧
困
に

つ
な
が
り
ま
す
。私
た
ち
は
、「
今

見
え
る
貧
困
」へ
の
対
策
と「
将

来
な
る
か
も
し
れ
な
い
貧
困
」へ

の
対
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、子
ど
も
た
ち
は
、自

分
の
言
葉
で
自
分
の
状
況
を
十

分
に
説
明
す
る
こ
と
が
困
難
で

す
。ま
た
、子
ど
も
た
ち
は
自
分

の
家
し
か
知
ら
な
い
の
で
、周
囲

の
家
庭
と
比
較
す
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。子
ど
も
た
ち
は

「
困
っ
て
い
る
」と
い
う
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
発
す
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
、

子
ど
も
た
ち
は
大
人
の
姿
や

大
人
同
士
の
関
係
を
よ
く
見
て

い
ま
す
。大
人
が
急
に
子
ど
も
と

の
距
離
を
縮
め
よ
う
と
す
る
と

子
ど
も
た
ち
は
警
戒
し
ま
す
。ま

ず
大
人
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空

間
を
つ
く
り
、そ
れ
が
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
自
然
体
で
居
ら

れ
る
空
間
と
な
り
、そ
こ
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
自
発
的
な
活
動
が

生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。子
ど
も
た

ち
が
自
分
を
出
せ
る
場
所
が
あ

り
、そ
こ
で
仲
間
と
過
ご
す
と
い

う
経
験
が
将
来
の
自
立
に
向
け

た
蓄
え
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
は
６
人
に
１

人
と
い
う
現
状
で
す
。地
域
で
子

ど
も
た
ち
を
支
え
る
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
、こ
れ
ら

の
子
ど
も
た
ち
を
救
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。皆
が
子
ど
も
の

ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
意
識

を
も
ち
、専
門
機
関
と
も
子
ど
も

食
堂
と
も
連
携
し
な
が
ら
、子
ど

も
た
ち
を
育
ん
で
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
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どんな子どもにとっても安心できる場所となるよう
まわりの大人ができることを考えていきましょう。
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理学、大学院で障害児教育を学び、み・
らいずでは、発達障害や不登校の子ど
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前
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に
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た

ち
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サ
イ
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は
言
葉
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ま
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ん
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動
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態
度
、身

な
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れ
る
メ
ッ

セ
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ま
す
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ど
も
と

の
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わ
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の
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で
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の
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も
と
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と
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で
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な
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情
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変
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な
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感
の
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を
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と
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と
に
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く
こ
と
も
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と
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す
。

気
に
な
る
サ
イ
ン
を
見
つ
け

た
と
き
は
、ひ
と
り
で
判
断
せ
ず

に
、ス
タ
ッ
フ
で
話
し
合
い
、必

要
に
応
じ
て
専
門
機
関
等
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

大項目例

身なり／行動

他者とのかかわり

食事場面 

びくびくしている

チックの症状が出ている

過度に走り回ったりよじ登ったりする

順番を待つのが難しい

かんしゃくを起こしやすい

時計が読めない

髪の毛がべたついている 

においがある（入浴していない、服を洗っていない）

散髪ができていない

リストカットの跡がある

思いつくままに話すなど、筋道の通った話をするのが難しい

含みのある言葉や嫌味を言われても分からず、言葉どおりに受け止めてしまうことがある

他の子どもとトラブルがある

ゲームのルールを守るのが難しい

食行動の異常（過食・盗食）

みんなと食事をとることができない

項目例

見逃したくない
子どもからのサイン

チェックをした後は、
スタッフで話し合いを。

子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る

ま
ず
、ゆ
っ
た
り
し
た

空
間
づ
く
り
か
ら

野田 満由美さん

臨床発達心理士
精神保健福祉士

い
ま
、大
人
の
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方
で
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
、専
門
家
に
聞
き
ま
し
た
。

大
人
が
ア
ン
テ
ナ
を
張
る

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
気
持
ち
や

状
況
を
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

表
情
は
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し
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い
て
も
、
そ
れ
が

本
当
の
気
持
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や
状
況
と
異
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
清
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感
が
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
、
人
と
の
距
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、
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な
と
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に
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と
が
で
き
な
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な
ど
、
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も
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図
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て
い
な
い
と

こ
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ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
状
況
の
変

化
な
ど
を
読
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取
る
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と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
で
も
、
こ
の
よ
う
な
サ
イ

ン
が
み
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れ
る
こ
と
が
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ま
す
。
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り

の
大
人
が
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
そ
の
サ
イ

ン
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
が
大

切
で
す
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

サ
イ
ン
を
発
信
す
る
の
か
を
想
定
し
、
身

な
り
・
行
動
、
他
者
と
の
か
か
わ
り
、
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事
場
面
、
学
習
場
面
に
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て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
面
で
考
え
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る
サ
イ
ン
を
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化
し
ま
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ど
も
た
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の
サ
イ
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を
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き
は
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し
て
く
れ
る
専
門
機
関

等
（
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、
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ペ
ー
ジ
参
照
）
に
相
談
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

子どものサインチェックリスト項目例

何
で
困
っ
て
い
る
の
か
は
、大
人

側
が「
見
よ
う
」と
し
な
け
れ
ば

見
え
ま
せ
ん
。子
ど
も
食
堂
に
お

い
て
も
、子
ど
も
た
ち
の
態
度
や

表
情
な
ど
か
ら
、ど
ん
な
ニ
ー
ズ

を
も
っ
て
い
る
の
か
キ
ャ
ッ
チ

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
今
、経
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的
に

貧
困
状
態
で
な
く
て
も
、学
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の

機
会
や
社
会
的
な
経
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に
恵
ま
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ず
、努
力
す
る
力
が
育
ま
れ
て

い
な
か
っ
た
ら
、将
来
の
貧
困
に

つ
な
が
り
ま
す
。私
た
ち
は
、「
今

見
え
る
貧
困
」へ
の
対
策
と「
将

来
な
る
か
も
し
れ
な
い
貧
困
」へ

の
対
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、子
ど
も
た
ち
は
、自

分
の
言
葉
で
自
分
の
状
況
を
十

分
に
説
明
す
る
こ
と
が
困
難
で

す
。ま
た
、子
ど
も
た
ち
は
自
分

の
家
し
か
知
ら
な
い
の
で
、周
囲

の
家
庭
と
比
較
す
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
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ど
も
た
ち
は

「
困
っ
て
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る
」と
い
う
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Ｏ
Ｓ

を
発
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こ
と
が
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な
い
の
で
、

子
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も
た
ち
は
大
人
の
姿
や

大
人
同
士
の
関
係
を
よ
く
見
て

い
ま
す
。大
人
が
急
に
子
ど
も
と

の
距
離
を
縮
め
よ
う
と
す
る
と

子
ど
も
た
ち
は
警
戒
し
ま
す
。ま

ず
大
人
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空

間
を
つ
く
り
、そ
れ
が
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
自
然
体
で
居
ら

れ
る
空
間
と
な
り
、そ
こ
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
自
発
的
な
活
動
が

生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。子
ど
も
た

ち
が
自
分
を
出
せ
る
場
所
が
あ

り
、そ
こ
で
仲
間
と
過
ご
す
と
い

う
経
験
が
将
来
の
自
立
に
向
け

た
蓄
え
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
は
６
人
に
１

人
と
い
う
現
状
で
す
。地
域
で
子

ど
も
た
ち
を
支
え
る
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
、こ
れ
ら

の
子
ど
も
た
ち
を
救
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。皆
が
子
ど
も
の

ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
意
識

を
も
ち
、専
門
機
関
と
も
子
ど
も

食
堂
と
も
連
携
し
な
が
ら
、子
ど

も
た
ち
を
育
ん
で
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
つ
く
り
た
い
未
来

地
域
の
福
祉
活
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ポ
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す
る

堺
市
社
会
福
祉
協
議
会
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祉
法
人
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会

　地
域
福
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長

　所 

正
文

子
ど
も
は
、ど
ん
な
家
庭
に
生
ま
れ
た

と
し
て
も
、幸
せ
に
な
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。平
等
に
教
育
を
受
け
、将
来
に
希
望
を

も
ち
、大
人
に
な
っ
て
い
け
る
社
会
が
当

た
り
前
に
あ
る
状
態
が
望
ま
し
い
で
す
。

た
だ
、今
の
社
会
は
、６
人
に
１
人
が
貧

困
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、子
ど
も
を

育
て
る
こ
と
を
家
庭
だ
け
に
任
す
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

家
庭
も
子
ど
も
を
育
て
、支
え
る
た
め

に
、と
て
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。社
会
全
体
で
、子
ど
も
を
育

て
、支
え
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
を
高
め

「
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
」環
境
を
も

う
一
度
、大
人
同
士
が
つ
な
が
り
あ
う
こ

と
で
再
構
築
し
て
い
く
チ
ャン
ス
で
す
。

そ
の
た
め
に
、ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
の

〝
お
腹
と
心
を
満
た
す
こ
と
〞。〝
あ
り
の

ま
ま
を
受
け
入
れ
る
こ
と
〞。〝
困
っ
た
ら

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
て
も
い
い
ん
だ
よ
と
伝
え

続
け
る
こ
と
〞。そ
れ
を
可
能
に
で
き
る

居
場
所
の
一
つ
が
子
ど
も
食
堂
。コ
ツ
コ
ツ

と
小
さ
な
積
み
重
ね
で
、「
子
ど
も
が
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
」温
か
い
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を

一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

「
子
ど
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
」

温
か
い
コ
ミ
ュニ
ティ
を
つ
く
る

子どもを軸に、個々にかかわっている各機関
や団体、住民がつながることで、地域コミュニ
ティを再構築する。

コミュニティの活性化・
つながりの再構築

地域の中に子どもたちが安心して集まれる
場所が身近にあり、困った時に子ども食堂
でつながった大人や、お兄さん、お姉さん
に気軽に相談できるようになる。

子どもにとって、保護者・学校以外で大人とか
かわる機会が増えることで、大人に信頼感を
持ち、社会性や生活習慣を地域の大人たちか
ら学ぶことができる。
またニートやひきこもりなどの困難を抱える前
の早い段階で子どものSOSに気づき、必要な
支援につなげることができる。

❶

子どもたちのSOSを
早い段階で気づける場❸ コミュニティの中の

子どもの居場所❷
こ
れ
か
ら
地
域
で
「
子
ど
も
食
堂
」
の

開
催
を
考
え
て
い
る
方
に
は
、
こ
れ
ら
の

地
域
活
動
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
、

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
・
団
体
と
協

働
・
連
携
し
、
真
に
子
ど
も
が
安
心
し
て

集
え
る
「
子
ど
も
食
堂
」
と
い
う
居
場

所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

堺
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
主
催
団

体
と
地
域
組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
食
材

の
提
供
を
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体

な
ど
の
資
源
と
の
つ
な
ぎ
役
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
運
営
上
何
か「
困
っ
た
な
」

と
思
っ
た
と
き
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

中
の
親
子
が
遊
び
を
通
じ
て
交
流
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
子
育
て
の
相
談
な
ど
を
行

う
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
や
、
地
域
住
民
の

〝
居
場
所
〞と
な
る
「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」

な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
自
治
会
（
連
合
自
治
会
）、
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
組

織
が
地
域
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

堺
市
内
で
は
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
個

人
・
団
体
が
、
主
体
的
に
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
地
域
福
祉
活
動

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
堺
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
そ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

特
に
各
小
学
校
区
に
お
い
て
は〝
校
区

福
祉
委
員
会
〞が
主
と
な
っ
て
多
様
な
地

域
福
祉
活
動
が
取
り
組
ま
れ
、
子
育
て

校区福祉委員会のメンバー構成

校区福祉委員会について

目 的

はたらき

活動の対象

エリア

組織構成 活動方法

誰もが安心して暮らせる地域づくり

福祉課題を持つ
住民の生活を応援します

自分たちの住む地域の
福祉課題

小学校区域

校区の各種団体や
グループ

住民のみなさんの
主体的な参加によって

校区福祉
委員会

地域住民の
皆さんで

構成される会

自治会、青少年指導委員会、PTA、
防犯委員会、交通指導委員会、
女性団体、体育指導委員会、
商店会、青年団、子ども会

など
福祉・保健的な

活動を行っている
会、グループ

民生委員児童委員会、
ボランティアグループ、保護司会、

NPO・市民活動団体、
更生保護婦人会、
有償活動団体など

福祉保健などの
サービスを

提供している専門機関

保健・福祉行政、開業医、
福祉施設、警察、学校、
その他の専門家など

当事者的な
活動を行っている

会、グループ

老人クラブ、
老人介護者(家族)の会、
障害者の会、独居老人の会、

母子寡婦福祉会
など

堺市社会福祉協議会　地域福祉課
Tel. 072-232-5420㈹
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小学校区域

校区の各種団体や
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住民のみなさんの
主体的な参加によって

校区福祉
委員会

地域住民の
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構成される会

自治会、青少年指導委員会、PTA、
防犯委員会、交通指導委員会、
女性団体、体育指導委員会、
商店会、青年団、子ども会

など
福祉・保健的な

活動を行っている
会、グループ

民生委員児童委員会、
ボランティアグループ、保護司会、

NPO・市民活動団体、
更生保護婦人会、
有償活動団体など

福祉保健などの
サービスを

提供している専門機関

保健・福祉行政、開業医、
福祉施設、警察、学校、
その他の専門家など

当事者的な
活動を行っている
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老人クラブ、
老人介護者(家族)の会、
障害者の会、独居老人の会、

母子寡婦福祉会
など
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子どもたちに専門的な支援の必要性を感じたら、
本人のニーズ、保護者のニーズは何なのか、

どんな支援が必要なのかを考えていきましょう。

子どものSOSつなぎ先一覧

堺市子ども相談所

名称 支援内容 連絡先

堺区旭ヶ丘中町4-3-1
（市立健康福祉プラザ3階）
Tel. 072-245-9197
Tel. 072-241-0066 ※虐待通報

子どもと家庭に関する相談全般（養育困難、保
健、障害、非行、保健、健全育成など）に対して児
童福祉司等の専門スタッフが対応。里親相談に
も対応。児童虐待相談に24時間対応。

堺市ユースサポートセンター
堺区熊野町東4-4-19

（平成ビル6階）
Tel. 072-229-3900

非行、不登校、ひきこもりの悩みをはじめ、子ども
と若者にかかわる困難な問題の総合相談、就職
や仕事復帰などの悩みにかかわる就労支援を無
料で実施。39歳以下の方が対象。

堺市発達障害者支援センター
堺区旭ヶ丘中町4-3-1

（市立健康福祉プラザ3階）
Tel. 072-275-8506

発達障害に関する支援の拠点として、本人、家族、
関係機関等からの相談に対応。

キッズサポートセンターさかい
（堺市つどい・交流のひろば）

堺区三国ヶ丘御幸通59
（堺タカシマヤ9階）
Tel. 072-238-2050

親子が集まる「ひろば」の中に、心理士などの専
門スタッフが常駐し、子育てや子どもの発達に関
する相談に対応。

母子家庭等就業・自立支援センター
堺区南瓦町2-1

（堺市総合福祉会館2階）
Tel. 072-224-7766

ひとり親家庭の母・父や寡婦のための相談に対
応。就労相談、ひとり親家庭相談、養育費・生活
相談、法律相談を実施。

堺市配偶者暴力相談支援センター Tel. 072-228-3943
Tel. 072-280-2526 ※夜間休日

専門相談員によるDV電話相談、迅速かつ安全な
保護、被害者の自立生活の促進まで、関係機関
と連携して実施。

子ども家庭支援センター
清心寮リーフ

北区東上野芝町2-499
Tel. 072-252-3521

子育てに関する不安や心配、子ども自身の悩み
についての相談に対応。児童養護施設退所後の
アフターケア事業も実施。

堺市こころの健康センター

ひきこもり相談
Tel. 072-241-0880
こころの電話相談
Tel. 072-243-5500

ひきこもり、薬物依存、自死遺族に関する相談に
精神保健士や心理士等の専門スタッフが対応。

堺市生活・仕事応援センター
「すてっぷ・堺」

堺区南瓦町2-1
（堺市総合福祉会館4階）
Tel. 072-225-5659

生活にお困りの方の相談に応じ、就労支援など
自立に向けた支援を実施。

堺市学習と居場所づくり支援事業 生活援護管理課
Tel. 072-228-7412

生活保護・児童扶養手当を受給している世帯、市
民税非課税世帯などの高校在学年齢の子どもを
対象に、学習でき居場所となる場を提供。

堺市教育センター

ソフィア教育相談
Tel. 072-270-8121
ふれあい教育相談
Tel. 072-245-2527

小・中学生を対象に、子どもの学校生活や家庭
教育、不登校、いじめ、発達障害等に関する相談
に対応。不登校の子ども等を対象とした適応指
導教室も実施。

大阪府教育センター Tel. 06-6607-7361 ※子どもから
Tel. 06-6607-7362 ※保護者から

高校生を含む子どもを対象とした教育全般の電
話相談等を実施。

専門相談機関・支援事業など

各区 子育て支援課

名称 支援内容 連絡先

各区役所内　以下の電話番号
堺　　区 Tel. 072-228-7023
中　　区 Tel. 072-270-0550
東　　区 Tel. 072-287-8198
西　　区 Tel. 072-343-5020
南　　区 Tel. 072-290-1744
北　　区 Tel. 072-258-6621
美　原　区 Tel. 072-341-6411

子どもと家庭に関する相談全般（養育困難、保
健、障害、非行、不登校、ひとり親支援等）、女性
相談等に対応。虐待の通報窓口。

各区 生活援護課 生活保護の申請・相談等の窓口。

各区役所内　以下の電話番号
堺　　区 Tel. 072-228-7498
中　　区 Tel. 072-270-8191
東　　区 Tel. 072-287-8110
西　　区 Tel. 072-275-1911
南　　区 Tel. 072-290-1810
北　　区 Tel. 072-258-6751
美 原 区 Tel. 072-363-9315

各保健センター

各保健センター内　以下の電話番号
　  堺 Tel. 072-238-0123
ちぬが丘 Tel. 072-241-6484
　  中 Tel. 072-270-8100
　  東 Tel. 072-287-8120
　  西 Tel. 072-271-2012
　  南 Tel. 072-293-1222
　  北 Tel. 072-258-6600
  美 原 Tel. 072-362-8681

こころや身体・子育て・発達全般の相談につい
て、医師、精神保健福祉相談員、保健師が対応。

各区 企画総務課
（区教育・健全育成相談窓口）

小・中学生の家庭教育や学校生活などの相談
窓口。

各区の身近な相談窓口

各区役所内　以下の電話番号
堺　　区 Tel. 072-228-0292
中　　区 Tel. 072-270-8147
東　　区 Tel. 072-287-8109
西　　区 Tel. 072-343-5080
南　　区 Tel. 072-290-1805
北　　区 Tel. 072-258-6748
美 原 区 Tel. 072-340-5511

個人情報保護の観点C
h
ec

k!

個人情報は、あらかじめ本人（保護者）の同意を得ずに、本来の利用
目的の達成に必要な範囲を超えて取り扱うことは禁止されています。

子ども食堂に参加している子どもの個人情報についても、虐待通報な
ど特別な場合を除いて、しっかり保護されなければなりません。
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子どもたちに専門的な支援の必要性を感じたら、
本人のニーズ、保護者のニーズは何なのか、

どんな支援が必要なのかを考えていきましょう。

子どものSOSつなぎ先一覧

堺市子ども相談所

名称 支援内容 連絡先

堺区旭ヶ丘中町4-3-1
（市立健康福祉プラザ3階）
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童福祉司等の専門スタッフが対応。里親相談に
も対応。児童虐待相談に24時間対応。

堺市ユースサポートセンター
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導教室も実施。
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高校生を含む子どもを対象とした教育全般の電
話相談等を実施。

専門相談機関・支援事業など
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て、医師、精神保健福祉相談員、保健師が対応。

各区 企画総務課
（区教育・健全育成相談窓口）

小・中学生の家庭教育や学校生活などの相談
窓口。

各区の身近な相談窓口

各区役所内　以下の電話番号
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